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運輸省青画連絡船

渡島丸に御採用

日本船舶規格JES4002
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御法)II工場
本祗東京都文京厘初吾町4電話(85)0241，2206．5121
第一工場川口市金山町，第二工場川口市蘂町

代理店淺野物産株式會肚
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マー一

石 野一雄
西日木画工柔・長崎造船所
船殿殿計課長・繊装設計課長

比國向輪出船

ドニャ･アリシア號に就て

OtherHarborRules.

主機關としては當長崎造船所濁自のDiesel機關と

して戦前より斯界に知られ，ﾉ今回更に改良を加えられ
たMSDieselがその眞債を認められて採用に決し，

推進方式には船型，航海速力，機關室配置等を検討の

結果,twinscrewとする事に決定した．

かくて主要要目として下記のものが得られたが，一

方船型に關しては営所船型試験場に於て數個の模型を

作製して水槽試験を繰返えし,最良の線圃，最適の推

進器が選定された。

全長153.7米

垂線間長142.0〃

型幅19．6〃

型深（遮浪甲板迄）12．5〃

涌載吃水8．45米

型式減噸開口附逓浪甲板船

船級A.B.S.'IqAI@,'XqAMC,'fqRMC,
&EAC.

總噸數約7,500噸

載貨噸数約9,400睡

乘組員數、58名
12名

旅客數
10,500軸馬力主授出力（常用最大）
17節

航海速力

2．一般配置

一般配置としては貨物船としての性能を充分果すべ
く配置すろは勿論であるが，船主の特別の要求として
の’2名の族客設備を收め近代的感覺の外貌を得るの
iに苦心が沸われた。

Fig.1及び2に一般配置圖を示す。

型式は船首襖及び低船尾襖を有するopenshelter
decktypeで，貨物鮠6龍口6を有する。

植物油用貨油鎗は第三貨物脆内にて機關室直前に置
かれ，冷藏貨物瞼は船主の荷役上の要求もあり，機開

室を挾んで甲板間に配置されてある。その他第一貨物

総甲板間にはsilkroomが配置され,燃料油は太平
洋往復に充分なる如く，二重底の外，軸路雨側に適當
に燃料油鮠を持つ。

鎗口は船首及び船尾に夫々 3個宛有するが，第2，3

及び5総口は南口荷役となり，合計18聖の揚貨磯を

配す。揚貨機は何れもremotecontrolsystemを探

1．緒言

西日本重工長崎造船所に於て目下建造されている3

隻の比國向織出船の第一船，「ドニヤ･アリシヤ」鏡は

昨年4日19日起工，本年1月19日進水，現在引渡

を眼近かに控えているが，之を機會に本船の概要並び

に特色とする諸問題に飼れて見たいと思う。

本船の船主たるDeLaRamaSteamshipCo.は比

國第一流の船會就で，戦前より米比間に優秀定期貨物

船を配船し,併せて比島内に高速の貨舗皆を運航して，

その特異性を知られていた。

船主より最初要求せられた主要性能は,D.W.10,000

噸程度，航海速力17節,MotorCargoLinerで4～

60,000cub.ft.の冷蔵貨物臆を有し筒600噸程度の
植物油貨油鯰を設ける事，叉船主の顧客等特別の旋客

の爲’2名の豪華な族客設備を有する事等であった。

職箏中の技術的室白とでも言うべき段階の後で第一

次輸出船を建造した造船所の恐らく何虚ででも經験さ

れた如く，本船に於ても世界一流の貨物船としてあら

ゆる性能と設備を賦與すべく，愼重な桧諭重爲され

た。殊に本船の場合米比間の定期船という意味で最新

の米國船に見られる各種設備を要求せられ研究に次ぐ゙
研究が行われた。

更に適用されるべき諸法規に於ても今次大職を境に

種々 の改革璽更が施されている爲之等新法規の蒐集，

解窪に懸命の努力が傾注された。適用法規は船級協會
規則の外，

RevisedPhilippineMerchantMarineRegulation･

RequirementsoftheInternationalConvention

forSafetyofLifeatSea.

InternationalLoadLineRegulation･

GeneralRule&RegulationforVessellnspection

ofU.S.CoastGuard.

BritishFactoryandWorkmanshipAct･

PrinciplesofVesselSanitationoftheU･S・Public

HealthService.

Regulations&Re6ommendationsoftheU･S・Na･

tionalBoardofMarineUnderwritersrelatingto

FireProtection.

Rules&RegulationsGoverningNavigationofthe

PanamaCanalandAdjacentWaters･

SuezCanalRegulations.
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”

用ずる爲その配置に考慮が排われ，殊に第2及び第3

鎗口間並びに第4及びに第5脆口間にはw:nchplat-

formを設けて揚貨機を取纏めてある。第2鯰口に

は50噸，第4鯰口には30噸のheavyderrickを備

える。

船鐙中央部には四暦の甲板室を有し，旅客及び士官

の居住塵となり，屍員居住医は船尾模に設けられる。

口繪外襯圖に示すごとき洗練された外霞を得る爲敷

枚の着色圖が描かれ，更に百分の一縮尺の全鐙模型を

作り船首尾の形状，マスト及びデリ､'クポスト，舷椅

及び手摺，甲板室前壁及びサイドスクリーン，煙突の

形冊等々を細かく検討，各部の調和が論議され，かく

て岡に見る特有の煙突に象徴せられた一連の感覺に貢

かｵした新しい船の美観が具現された。

、3．構造

前述せる如く船級はAmericanBurealiofShipping

のfoAI⑧である。戦後日本國丙でA.B.Classboat

蕊慧驚歎鰔蓋欝唆駕篭
國内事情を若干は考慮に入れていた模檬である。本船
に對しては國外楡出船としてAB.も本格的態度で臨
んだ｡時あたかも日本駐在A.B.ApproverとしてJ.E.
Limoli氏が赴任し來り，日本における仕事始めとし
て本船設計圖checkの任に営らｵした。當時A.B.の考
え方ないしpracticeに對する知識は非常に乏しく種

の々疑問や見解の不一致に逢着したが，數次に捗る折
衝とLimoli氏の協力に依り問題は次々 に解決されて
行った。

構造様式としては當時の國産鋼材の材質の問題もあ
り，主要構造は鋲接に依るの己む無きに到り，電氣熔
接採用は油水密隔壁，内底板,第二甲板,機關室園壁，
上部構造等逼度上二義的溝造部分に限られた。但しこ

ハ

のような制約下に於ても極力Deadweightを増やす
篤scantling輕減の方策を考え,!Rule的ないしアレ
ンヂ的の検討が篤された。叉一方では必要なる個所に
はRule以上のextrascantlingを採用し船の耐久性

増進が計られた。

構造上特記すべきものとして全周不誘鋼製の植物油
鯰がある。船主は本貨油絵に椰子油等の高償油を積む
意圃を有し，從って貨物油搭載前に検査員の滿足する
迄充分鮠内の清掃を行う必要がある。この清掃が非常

に經費を喰う爲油給内に突起物が無くかつ壁面を不鋳

鋼で構成する新しいideaを提案して來た。之を解決

する爲一般配置圃に示す如き二重殻構造を採って防僥

材は總て外面に設ける方針とし,壁面には18-8stain-

lesssteelが採用された。

植物油鯰は容穰約300噸のもの2個で,稜關室直

前に配置きれ普通貨物鯰との間は木壁で仕切られる。

高債な不鋳鋼の使用量を極力減らすよう，四局黙馥の

爲検査員が容易に室所へ這入れるよう考慮が梯われて

いる｡貨物油の爲の加熱管も當然鯰内を通す課にゆか

ぬので間接加熱方式とし，貨油鯰下部に加熱水鮠を設

けたが，効率の悪い間接加熱の爲の加熱管長の問題と

か，この水鮠内面の塗装とか解決を要する問題が多誉

派生した。大鐙氣温C･C,海水温度5．Cの條件下にて

貨物油を約40･C迄加熱し得る。．

』

、

、

、4．居住設備その他

航海船櫻甲板上には操舵室，海圖室及びパイロット

船室がある。操舵室は鋼製で窓は急速な開閉が可能で

水防も完全なる如く上開きhingedwindowを採用

し，航海器具としてはdouble-unit式自動操縦装置及

び航路記録器付Sperry'sGyrocompassよりRCA

のRadarに至る最新の航海器具のあらゆるものが網

羅されてある。

短艇甲板には洗面所附船長居室及び髪室，甲板部及

び無線部士官船室，無線室,Gyro室等がある。船長

居室の概略は口繪に示す。同甲板前面庵翼はopen

verandah,後端張出部はsundeck.となり，何れも

チーク張りで旅客の休憩及び遊歩に充てられ遙が，熱

帯水裁を航海する機會の多い本船として旋客のairing

spaceを特に考慮せる結果である．、
ロ

遊歩甲板上にはdiningsaloon,entrancehall,喫

煙室の外，2人用特別室2室，1人用客室4室同2人

用2室を配す。すべて客室は洗面所附でその豪華さは

他の貨物船に全然類を見ない所で既述せる如く顧客に

乘って貰うという船主の特別意圃に沿い営所の慈蓄と

經鹸が傾けられ，口繪嶌眞に示す如き構想が惇らオし

た。その爲には同甲板上の甲板高は特に高くし，喫煙

室の個所では室内の調和のため更に3米まで高くして

ある。

元々從來の客船等における船内装飾は大懲英画風の

考え方を基調としたものであったが，本船の就航航路

ないしは船主の感覺の黙より更I享叉戦後の装飾の考え

方の愛遷等より，本船設計の審美的面を貫く思想は平

易さ軍純さの中に色調のコントラストにて効果を表現
し愛用的な枠の中で機構美調和感を狙う－いわゆる

近代米國調のものである。更にこの思想は引いては陸
上の室内装飾をその儘船内へ持ち込む自由な考え方と
なるのであるが之を船内装飾の必然性と如何に協調さ
せるか－このようf獄で苦心が挑われた。篤眞では
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この色調が分らないのが残念であるが,廣く明るい窓，

低い家具，大膳な壁面，曲面曲線の霊使等々 從來の眼

よりすれば型破りであるが客船建造に深い造詣を有す
る當所の装飾技術と相俟って新しい船内装飾の分野を
開く意氣込みである。

明るい室内を得る爲に大型の角窓が方々 に採用され

之等Iこは両面磨彊化厚硝子を使用しているが，之等の

硝子は楡出船用という事で三菱化成黒埼及び鶴見工場

の特別の協力を得て，現在日本の工業水準で生産し得
る最高級のものを入手出來た。

防言の問題も最近の船舶では重要硯される事で，客

室廻りを始めその他必要な個所に對し滿足すべき方策
が探られた｡、

遼浪甲板上には事鑿室及び洗面所附の機關長並びに

首席運輔士室,始めその他士官船室,事務室，調理
室，士官食堂，調理員司厨員船室等がある。

以上居住医はThermotanksystemに依り暖房及

び換氣が行われ，更に調理室，共同洗面所には濁立し
たfanが設備してある。

船尾襖甲板上には廃員食堂及び便所並びに洗濯室等

が設けられ，船尾換内には麗員船室及び洗面所等が配

置される。何れも機械通風が行われ，暖房はsteam

radiatOrに依る。

居住塵はU.S.PublicHealthServiceの防鼠工事

規則を適用して施工し,總ての窓には陶蚊網を備え，
騒員猛臺は鋼管製とする等衞生に注意が携われてい

る。
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… 5．貨物艫及び荷役設備
8

合計6貨物舵に分れるが，特殊な貨物臆としては第

一貨物艫甲板間にsilkromnj第三貨物鯰の上下甲板

間に冷蔵貨物艫,同hold後部に普暹貨物も搭載可能の

植物油貨油艫，第四の下部甲板間に冷蔵貨物鯰を配置
す。各鮠共自然通風の外機械通風を採用し毎時5回の
換氣が可能である。叉U.S.PublicHealthService

規程に準猿し防鼠エ事を施してある。

各鮠口にはexcentricrollerに依るshiftingbeam

を設え,derrickboomはheavyderrick用のものは

銅板熔接製であるが他はすべてManneSlnanntype
で，容量及び歎は次の通りである。鳶‘

第一鮠口 5T×2

第二艫口5T×2,10T×2&50T×1

第三艤口 5T×4

第四瞼口 5T×2

-.．第五給口 5T×2,10T×2&30T×1
つ§1第六鎗口5T×2
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ものの一つである。太平洋における冷藏乃至冷凍貨物

の荷動きよりして，冷凍肉類より果物迄運搬し得る如

く總て室氣循環式の冷却方式が採用され，保持温度も

一部のものは零下10･Fという低温度迄可能である。

配置場所は荷役上，権浩上ないし機械設備との關係

上防熱上の不利を押してFig.1及び2に示す如く

選ばれた。

總てA.B.の幹RMCの費格を保持すべ<計壹さ

れ,冷凍機は東洋キャリヤーエ業に，電氣部品は三菱

電機に依り製作され，通風防熱その他一般工事は営所

の手に於て施工された。、

冷却方式はフレオン直接膨脹式室氣冷却器に依る冷

却室氣循環式が採用され,-10｡Fに達する冷凍肉用

貨物鯰も本式に依っている事は注目すべき黙である。

冷蔵貨物瞼は8室に厘劃され各室には夫為室氣冷却

器を設け，冷却器よりairductに依り冷却空氣が導

かれろ。果物用鮠の場合は室氣の流れを均一にし而も

緩やかな流れを得る如く南側の壁-?面にductを仕込

み片側が給氣側，他方が吸入側となり，壁の表面には

多數の筌氣量調節式室氣孔を備え給氣吸入はfanの

回韓方向の反韓に依り鍵える如くなっている。冷藏果：

物の保全上最も問題になるのは上述の均一なる流れの

外果物を乾燥させぬ事，つまり深度が一定以下に降ら

ぬ事及び炭酸ガス含有量が一定以上に昇らぬ事であ

ろ。深度を下げぬ爲にnon-spraysystemを採用し筒

室内爆度を冷凍楼室で讃む如くdistantreading渥産

計を備えている。叉炭酸ガス含有量を増さぬ爲dista-

ntreading浅酸ガス計量計を備え必要に應じ新鮮な

室氣を補給するが，この爲に冷却能力を相當程度大き
くする事が必要となった。

冷凍肉用貨物鯰も室氣循環式に依る。この場合は流
れ方向の反鱒は行わないが，本瞼に對してはcircula-
.tingfanmotorの凍結防止とかdefrosting等愼重に

考慮されている。

各鎗保持温度は遠隔電氣温度計に依り冷凍機室内で

識み得る。

冷蔵総防熱は上記性能を滿足し得る如く計謹施工さ・

れ更に防鼠に對しても充分考慮されている。

之等冷蔵貨物鮠の外本船用冷藏糧食庫がmaindeck

のcasingsideに置かれ，同じくフレオン直接膨脹式

gridsyStemに依り冷却され肉類野菜類を貯藏し，又

1日200封度程度の製氷装置，飲料水冷却設備をも

有す。

上記の諸室を冷却する爲鰯箔機として15kW7¥"

20kW9墓豫備として20kW1聖を有す。何れも

東洋キヤリヤーエ業製7G6竪型で4cyl.×43/8"/3'′

へ

副屹茨ｸ枕ノ

I

函Cfァ密

訟鰍でZa死六

Fig．33Ton38MeterCargoWinch

Load-SpeedCurve

Cargofall用cargobloCk,ginblock並びにlead-

ingblookは從來の=1f-lubricatingbush入り滑

車を止め，焼付の危険や分解手入の煩から解放すべく

rOllerbearing入り鏡鋼製滑車を試作して，連綴試験

で性能を確認の上採用した。

上記のデリツクを動かす爲,5噸×40米毎分,57馬

力湯貨櫻6臺，3噸×38米毎分，35馬力揚貨機12臺

を一般配置園に示す如く置く。何れも三菱電機製で，

50噸heavyderriCk用のものはcargofallguide

roller附drumを有す。

米國航路に於ては荷役の際の人件蜜が特lこ犬きいの

で，この仲仕蜜を節減する爲’組の揚貨機を’人の運

韓手が雨手で操縦し得るいわゆるone-mancontrol･

systernが望ましい。叉この場合controllerstandを

船の中心線近くに配置し，運韓手は鯰口内を覗き込む

姿勢で操縦すれば荷役は圓滑'二行くし，叉貨物が運韓

手の頭上を通る事も無いから安全挫も崎す。この意味

で本船ではFig.1に見る如くcontrollerstarldを配

駁し，從って搗貨磯はremotecontroltypeである。

從來の本邦の揚貨機ではhandbrake乃至footbrake

で卸しの操ｲ乍を行っていたが本型式ではelectricdy-

namicbrakeに依り，その爲揚貨磯の速度一荷重特性

が誕って來るので場卸しの荷役速度を理想的に持って

來る爲種曇の研究が行われた。その結果Fig.3に示

す特性曲線が得られた。

6.冷藏貨物鰭

冷蔵貨物鮠は本船の設備として最重要硯されている
〆

ｌ
■
■
■
■
０
１
．
■
■
■
ｄ
■
Ⅱ
・
０
１
１
１
１
．
■
■
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ⅱ
Ⅱ
１
．
１
１
１
１
１
０
１
．
１
．
’
１
１
．
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

I

’
I

0

’

、ト

I

ｌ
・
…
．
。
、
．
‐
・
‐
・
０
１
‐
・
０
，
．
１
１
河
●
‐
．
‐
Ｌ
●
●
●
！
■
、
‐
，
一
．
‘
●
Ｉ
’
‐
，
。
‐
’
●
Ｊ
●
一
》
一
一
一
一
一

386

●

脳 ▲陰41.型 ~-口一一三一



1

、
r､灯毎度､EC紐

一等を配し，船首襖甲板上には

underdecktypeの繋船磯1臺，

船尾模甲板上にはondeck

typeのもの2臺を設備す。船

主の意向としてパナマ運河通過

の際の索取りの圓滑を期する爲

である。

筒スエズ運河通過の際の

searchlight認乍用stand&

stoolをbowchockに坂附け

Xsearchlight吊揚用の取外

し式ダピットを有す。

8s救命設備その他

救命設備は原則としてBure-

auofCUstomsofPhilippines

及びU・SsCoastGuardの規則

に準擦し,GInternational

ConventionforSafetyofLife

atSeal948年の規則を必要な

個所のみ折込む方針とした。

救命艇は9．3米×2.94米×

1.22米のものを2隻搭載するが

何れも鋼製で銅製浮力槽を有

し,flaminggearに依り推進

される。ダビットはグラビティ

ダピットで各舷に1臺宛の電動

ろ。使用されたのは長埼式グラ

害
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Fig.4冷歳貨物鮠冷却方式略圃

水冷式である。海水循環ポンプは各機車濁のものを有

し,selfpriming型である。海水温度35･C周園温度

4C･C機械室温度45･Cの條件下にて所要の冷却能力
を有し，又40％の機械の減速が可能である。

室氣冷却器は各室に別個に設けられフイン附チュー

ブ型で冷媒入口には特に冷媒の分布を良好ならしめる

爲キャリヤー式特許カス分配器を装備する。冷却器黙

検の爲各冷却器室へ容易に出入出來る檬特に配置上の

考慮が梯われている。冷却磯の制御は自働運韓を立前

とし手動制御も可能である。冷却海水の不足に對して

は水量作動弁，その他双匪調節器，脆内温度調節器，

過負荷繼電器等の作用に依り自働的に制御せられ，筒

各種の安全装置を具備する。以上冷却方式の概要を

Fig.4に示す。

7．揚錨繋留装置その他

揚錨用にはBoostercontrolsystemの電動揚錨磯

1垂を有す。

繋留用として甲板上に適宜ポラード，フェアリーダ

ポートウインチを備えろ。使用されたのは長埼式グラ

ピティダピシトで,Fig．5に示す。験前新田丸八幡

丸等に採用されて好評を博している如く從來のWelin

Machlaclan,Taylor&Barcleytype等に共通に見

られる縦方向に弱い鉄黙を有しない長崎造船所漏特の

設計であるが，今度更に改良を加えられている。上記

の法規に從い腫貫なshoptest及びinstallationtest

が行われた。主要目は次の如し。

Designedload(fullymanned&equipped)

9,040kg

Outreachofdavitsabout2m

Testloadperarm9,040kg

Boatwinchl6HP×900RPM

この外船尾短艇甲板上に7米の木製motordinghy

1隻を備え交通用に充てる。17馬力のヂーゼルェゾ

ヂン1基を持ち約7節の航走が可能である。

その他上記B.0.C.&U.S.CoaStGuard要求の各

種救命器具を有するが,Lifebuoyreleasing装置と

して営所で設計され目下特許出願中のFig.6の如き
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9．淌火装壷・

消火装置はU.S.COastGuard.,U.S.NationalBoard

ofMarineUnderwriters並びにA.B.S.の諸規則に

從い，貨物鯰，燈其庫等に對する火災探知並消火装置

としてはLux-RichCO2fireextinguishing&smoke

detectingSystmのものを採用する。装置は東京計

器製である。貨物臆としては冷藏貨物総植物油艫に到
るまで導設してある。

特に機關室に於ては小火災に對し普通の運搬式CO2

消火器を備える外，大火災に對し從來のhosereel4

消火装置を止め最新の方式であるところのいわゆる
totalfioodingsystemを採用してある。

Fig.7にその概要を示すが，本装置は炭酸ガス瓶

室内のbottlesに連結された主管を機關室に導き之よ
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Fig6LifeBuoyReleasingApparatus

6分岐管を田して17個のmultijetnozzleを機關室重力ダﾝｸ方式の代りにhydrophoresystemを採用
床板上に，更に5個を同室内第二甲板上に配置する。し自働運韓をすれば之等の峡謝土全部除かれる。この
火災に際しては炭酸カス瓶をquickreleasingdevice装置は本邦では軍艦等の特殊船舶のみに使用されて來
にて一齊に全開し2分間以内に全カスを上記ノヅルよたが，外國では最近商船にも相當採用され，本船に對

しても當所として積極的にこの方式を探る事とした。
り吹出して消火する。

この際管系に装備してある匪力作動警報サイレンはFig.8に示す如くその概略は給水ポンプと歴力タ
炭酸カスの噴出唾力に依り作動し，溌關室内に火災發ンクと自働發停装置より成り，原理的には簡単なもの
生中なる事と炭酸ガスの噴出中なる事を警報する如くである。装置全禮が機關室内に納められ上記の諸條件
なっている。，を滿足する外，管系としても船内上部へ行く程細くて

濟み諸室の配置上具合が良く，筒運鱒取扱いは極めて
’0．給水装置 便利に出來ている。

從來本邦の商船に於て船内の給水は最も態単な重力匪力タンク内には約3分の1容積の水を入れ更に3
タンク方式に依るのが普通であった。この場合タンク斑毎平方糎程度の歴縮室氣を充滿させこの匪力で最上
は最上部の暴露甲板上に置く必要があり保温上，配置屑甲板まで給水するが，叉水位の移動に基くこの匪力
上等より種々 問題が起っていた。更にタンクへの注水の減増でpressureswitchに依り給水ポンプを發停
も毎日度毎行う必要がありこの黙でも不便であった。する。本装置にては自働運韓の圓滑さが生命であるの

｜

｜
’
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ている。中央部厘劃の,ものは特にcockを捻

れば直ぐ・温水が出る如く，循環ポンプを備え
管系丙の温水が常に入れ替る如くなってい
る。

又棲關室を始め船内數ケ所に飲用冷却水を

供給する如くcoolingtankとその爲のポン

プが設備されてある。

11．調理設備

調理設備に對しては彼我の習慣や食事様式
に差異ある爲旗童を期して數回の打合せの

後，正式決定となった。主な器具は調理室．
に，

Riceboiler,Dishwashingmachine,

EleCtricbaker'soven,Breadprover,Fig.8HydrophorSystem略圖一』､~…‘ー 轡ﾕ…ユouvcu，Dlこaqprover’
Coffeemill,Mixer,Fryer,Bactericidalboiler>

で,pressureswitchの設計は特に念入りに行われた。Automaticref.cabinet

ポンプの發停が餘りに頻繁では面白くないし一方給水その他パントリーには，

の座力差は出來ろだけ小さい程良いのであるが,pre-Hot-presswithbainmarine,Hot-plate,Auto-
ssureswitch製作に際しての本邦の技術では低墜にmaticref.cabinet,Breadtoaster,WafWeiron,
於て匪力差に敏感なものは困難であるので，本装置のCcHeepercolator

設計に當り匪力差を極力小とし而も移動水並を多くす 調理室配膳室に對しては特にVesselSanitation規

る爲，塵カタソクは最大限に大きく取り中の室氣量を則が嚴重で,飲科水管以外の給水管の導設は嚴禁され，
多くする方針とした。その他皿洗，消毒，食器の保管等細かく紳經が配られ、
叉塵力タンク内の室氣は給水管系内へ逃出し易く，てある◎

給水管内への室氣粒の混入は使用時に不快の感を與え 調理器具は何ｵLも現在國産として最高水準品で，不

ろので，タンク内令制水板を設けた上給水管系統の中鑑鋼その他の清潔な外観の之等の器具がズラリと並ん
間の適當な個所に筌氣逃出弁を設けて空氣混入の防止．だ姿は見事である。

と給水の圓滑を計ってある。叉更に自働的にタンク内
12．ぞの他

へ室氣を補給し最高水位を或る限度以下に維持し發停

時水位差の減少を防ぐ．篤，タンクの給氣系統にはプロ 船尾襖甲板上には洗溌室を配匿し,washingma-

一トパルプを設けてある。chine,hydro-extractor,Ironer各1臺を備え，熱帯

給水装置は船主要求に従いU,S.PublicHealthSe-を航海する70名に對し充分なる如く設備されてある。

rviceの規則に準操している。本規則は1949年從來 油水分離器としては営所の特許加藤式油水分離器を

のものより大幅に改訂が施され要求が相當嚴しくなつ有す。

ているq殊に飲料水に對してはその水質,船内貯藏槽，分離器長サ×幅×高5'－1"×4'－6''×6'－0'′
管系等詳細に捗って規定され，更に飲料水使用の範園濾過器外径×高3'－2''×2'－0'′
も明確に押えてある。 之は戦前より多数の船に装備され,分離が確資な事，

この結果本船では飲料水系統，雑用清水系統，海水毒命の長い事，室氣が混入しても分離性能は却って良
系統の三系統が配置され，その夫々 に上記のhydro-くなる事，操作簡単掃除容易な事，装備位置に制限無
phoresystemを採用し，飲料水及び雑用清水系統でき事等の長所を有す。

は毎時3噸のポンプを，海水系統では毎時5噸のポソ 全燃油総にはpneumacatorsoundinggaugeを設

プを夫々 2選宛備え，常用は夫々 1まであるが必要に備し四面のindicatorに取掴めてある。
際しては各系統毎の併列運鱒が可能である。 舷梯は雨舷に設けられself-levelingtypeである。

更に飲料水雑用清水の各系統別に温水を供給する爲尚天窓，通風筒，通風トランク等に對しても防鼠工事

Caloriflreが中央部匿劃と船尾厘劃の夫舎に設備され、を厳重に施してある。
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燃料弁冷却油ポンプ，

潤滑油移送ポンプ，

燃料常用ポンプ，

燃油移邊ポンプ，

潤滑油清淨機，

燃油清淨機，

ピルヂバラストポンプ，

消防兼雑用ポンプ･

ピルヂポンプ，

清水ポンプ，

機關室通風磯，

主機關始動用室氣槽

補機始動用室氣槽，

主機關用消言器，

霊電機用清香器，

非常用發電機消香器，

油冷却器，

噴燃装置，

張塵邊風機，

給水ポンプ，
給Zk加熱器，

補助復水器，

蒸化器，

同上用給水豫熱器，

蒸化器用プラインポンプ，

工作機械，

起重鰻，

操舵機，

14．電氣装置
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13．機關郡概要・

推進機關は長崎二衝程軍動無氣噴油ク戸スヘツド式

舶用ジーゼル機關-7MS72/125型2基で何れも氣

霞數7個，氣笛径720粍，行程1250粍。常用最大

時は毎分回轌數140に於て合計出力10,500軸馬力，

經濟出力は毎分134回鱒に於て9,250軸馬力である。

MSジーゼル機關の詳細に就いては本誌第23f

第5號に述べてあるので省略するが，戦前に製作され

た數十峯の資績に依り，その取扱いの簡便さ，完全な

るパランシング，僅少な燃料消費，運航時の信頼性，

耐久性等を船主側も認識されて採用に決した。営所に

於てはこの機會に更にその近代化と性能向上を計り種

,々の改良を行い，過日の陸上運韓に於ては極めて良好

な成績を示した。

船内電力は350kW三線式直流壷電機3臺に依り

供給され，原動機はジーゼル機關定格出力各525馬

力,發電減は毎分回轌數400,電墜は動力用230ボ
ルト，電灯用’'5ボルトである。その他非常用發電

"20kW1臺を有す。

補助罐としては凰罐1罐を備え，排ガスと油焚き併

用可能で加熱面積合計は288平方米，發生蒸氣匪力

は7唾毎平方糎ケージである。本罐に依りThermo-

tank,calorifire,cooking,laundry等の甲板用蒸氣を

賄う外，植物油加熱管，燃油澄槽加熱管に導かれ，更

に機關部汽動補機を動かす。雲電機の排ガスは給水加

熱器に導き罐効率の向上を計っている。

機關室全霞装置はFig.9～11に示すが，特記すべ

き黙としては主機關掃氣吸込みを椴關室内に設けた事

と，從來函壁頂部に設けられていた機關室用大型通風

筒を全腰した事である。掃氣吸込みは今迄の本邦船で

は函壁頂部に開口し，短艇甲板附近は騒香が激しかっ

た。之を機關室儲に入れる事に依り室内換氣能力を増
進させる一方この騒音を除き得る。叉機關室通風筒を

煙突附近に林立させるのは折角の本船の美畷を損ずる
ので之を坂止め，前方は煙突前面よりの自然通風に依

り，叉後方はCasing壁より通風fanに依り換氣を
行う方式を探った。、

補助機關としては下記のものを具える。

I

b"

I

１
１
４

本船の電氣装置はA.B.S.Rule及びA.I.E.E.No.

45その他の關係諸規則に厳密に適合するよう細心の

注意を梯い，更に米國航路に就航する爲米國製品との

互換性を考慮し，かつ國際的に恥かしからぬ日本最高
級の電氣装置とする事に苦心を梯つたのであるが，敗
職後の工業現状で充分に意を蓋し得なかったのは遺憾
である。・

以下電氣装置の概要及び特色につき読明するd
［動力装置］

本船の電力設備は次表の如く1萬睡級ディーゼルシ

ップとしては電化程度の極めて高いもので，昭和14

年頃建造の崎戸丸級と比較すれば次表の如くである。
蚕電機は直流240/120V3線式400RP.M.350kW

3臺で三菱電機長崎製作所(長電)製下’原動機は
525HPデイーゼルエンヂン新濡鐵工所製でその外観

名穰 型式

主室氣匪縮機， 電動竪型3段匪縮式

非常用室氣匪縮機，ジーゼル機關躯動

ジャケット冷却水ボン'プ，電動横型渦稚式

潤滑油及ピストン冷却油ポンプ，

電動横型歯車式

筆
槙
壜
碆

０
１
・
１
１
‐
Ｉ
“
■
Ⅱ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
‐
■
Ⅱ
０
１
１
１
■
１
８
８
■
■
■
■
■
。

」
2臺はFig.12の如くである。
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0

今

ディーゼルエンヂンで騒動される。非常用配電盤から

は無線装置，航海燈，非常用電燈，ジャイロ，レーダ

ー，船内諸通信装置，ポートウインチ等に給電せられ
亨

つO

陸上受電は直流240V及び直流叉は交流120Vを

受電し後者は船内照明のみに給電し得る。

電動磯は大部分が長電製で大型電動機を列翠すれば

次の如くである。

臺數容量回鱒數備考

190HP'Wixidlassl90Hp･Et650Booster
control

375〃Captan±600

5TWinch657〃士430Renlpte
Control

3T"1235〃士470"
Ref.

320kW1800～1100
Compressor
〃715〃〃

L.O&P.C.
2110〃720～500

oilpump
Starting 275〃400
aircomp

Jacketcooling255"120C～1000
pumpD

General
l45〃1800～1200

servicepump

Bilge& 145〃〃
Ballastpump

Steeringmotor240HP600

Bilgepump 122kW1000～600

動｜合計一kV

3

I(補助)1

蓑電機

非常用發電機

電動棲

電熱器

電燈．、

負荷合計

３
１
２
７
０

４
４
⑲
一

１

１

1050

20

1920

166

81

2167

750

30

1254

4

28

1286

４
４
９
－

７
、
記
〃

0 1

一

爵乳蕊
ト
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Fig.12350kWディーゼル發電氣

主配電盤は長電製で機關室前部主護操縦座前にあり

壷電機盤3面及び給電鍵6面より成りその外観はFig.

13の如く，船主要求に依りLivefronttypeである。

非常用發電機は遊歩甲板上に設置され新潟製35HP

本船に於ては溌關室が狭い爲大型電動機の起動器は
抵抗器を分置する事に依り占有床面穣を節約する事誌
出來た。

楼關部補溌中燃料油鑑ﾝプ關係の電動磯及び機開室 一
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邇風機は機關室入口に非常用停止釦を設け，叉船内通

風装置用電動機は居住匿劃と貨物鯰の系統に大別せら

れ火災の場合には操舵室から全邊風儀を一齊に停止し
得る。

本船の冷凍機は10臺あるが，之に對してCompre-

SSOr用,Coolingwaterpump用及びCoolingair

circulatingfan用の電動機は合計29蘂出力合計218

kWに達するが，之等は總べて全自動制御方式とし全

装置は1面の操竹謹と起動器盤に集中せられている。

操作盤には各電動機の計器，操作釦，速度制御器，運

韓表示燈，警報装置等を收容し，操縦者はこの操作盤

に依って總べての冷凍機を運鱒し叉監硯し得る。叉機

關室操縦座附近にも警報装置を設置し，たとえ冷凍磯

室に監覗員の治らぬ場合でも機關室で冷凍機の運鱒を

監覗出來る様にしてある。冷凍摸の自動制御の死命を

制するものはサーモスタットの機能の良否であるが，

本船に於ては米國DetroitLubricator試製のサーモ

スタットを装備し営所で試験した結果は大禮滿足すべ

き結果を得ている。

次に電熱器の大型のものを列記すれば・

臺數容量(kW)

.1.5TCalorifierheater l45

0.5T"125

Baker'soven ll6

Hotplate| 1 8

Fryer l7．5

BactericidalbOiler 4 5

Toaster, 24．8

Coffeepercolator 3 4

WafHeirOn l2．8

［逝燈装瞭］

照明器具及び電路器具は日本工業標準規格案及び米
國Underwriter'sLaboratorie'sStandards等に準操

して日本最高級のものを目途とした。

一般照明澄には240/120Vの3線式に依る120V
配線を行っている。電球は115Vエヂソンペースの
舶用耐震型とし，その毒命及び効率に就LJて特に考慮
を梯って製作したものである。燈器は特殊のものを除
いてその硝子グローブはねぢ式とし米國品との互換性
をもたせている。

サロン，スモーキング?ルーム，スートルームの天井

燈は総べて階駿照明方式を用い，客室設備に對しては
豪華族客船新田丸級に劣らないよう特別の考慮が梯わ
れている。間接照明には各電球毎に擬散度の高い壁付
き反射鏡を取付け非常に能率の良い照明方式を試み
た｡,初め螢光放電燈を極度に利用する計壷を樹てた

つ 397

I
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が，直流式のものにメーカーが自信無き爲之を坂止め
たのは遺憾であった。

各客室には入口及び中央の天井燈,ミラーランプ痘
臺燈兼用)，フロァズタンドランプ，テープルランプ，

及び客室專屋ラバトリー内の天井燈とトイレットラン

プを備え，この外呼鐘用押釦並びに電氣レザー，携帯
ラジオ及び眞室掃除機用の各姪受口を設けている。

荷役燈はマスト及びデリックポストに固定した500
W荷役燈12個,240W～300Wの移動式荷役霞22
個の外にブリッヂ及びポートデッキに取付けた500W
投光器4個も随時使用することが出來ろ。

G2kW電球式スエズ運河用探照燈，乘艇燈，煙突
照明燈及び笠間モールス信號用のシャッター付投光器
等を備えている。

本船は貨物船ではあるが船客12名に對する豪華な

設備が施されているので電燈設備數も從來の國内船舶
のそれに比して遙かに多く合計1490燈にも及んでい

る。これ等電燈器具は本船のグレードにマ．ツチさせる

爲細部に至る迄高級品を使用している。

［通信装壷］

船内用電氣通信装置及び航海測器類を列記すれば

電話装置（無電池式）．

エンヂンテレグラフ（交流式）

舵角指示装置（交流式）

電氣回湾計（直流式）

抵抗温度計（冷蔵庫測温用）

パィロメー.タ（主機排氣カス測温用）

ジャイロコンパス（スペリー式）

自動操舵装置

音響測深儀

霧中信號装冠

發火探知磯

、呼鐘及諸信號用ペル

非常用ペル

諸補機用警報装置

これ等船内通信装置の電源として1.5kVA120V60

サイクルM.G.2組及び24V蓄醗血2組を持ってい
ろ。

電話に關しては傳彪管を省いて電話一本建とする事

を船主より要求され，叉米園コーストガードに依り無

電池式力要求されているので電話器の選暹には特に恨
重を期した。‘

エンヂンテレグラブの發信器は雨面型のものでこれ

を操舵室雨舷に取付け爾者をチェーンで連結しどちら

からでも命令が出せるようになっていろ。受信器は各

主機毎に1個宛取付何れもそのハ．ンドルは主機操縦ハー

－
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Fig.14無線室配置圖
、

ンドルに震械的に連結されているので受令を見誤

って主機操縦上の誤作動を防止することが出來る

ようになっている。

電氣回轌計は一般に推進軸と發信器間をスプロ

ケット叉はベルトで連結されているが，本船に於

ては歯車直結式とした。

［無錬装壷］

本船に装備される無線装置を列奉すれば

（1）主邊信機

（2）非常用遙信撲

（3）受信機

（4）自動警念装置

（5）船内放邊装置

（6）電氣蓄香機

（7）方向探知磯

（8）レーダー

（9）救命艇用携帯無線磯

|短波邊信機|非常用邊信機逵信機の種類1 中波邊信機

出力

電波の型式

周波數の範園’
|500W・500W

A1及A21A,

375kc～515kcl4～22Mc’
50W

A【及A2

370kc～515kc

一

動交流發電機2墓を船内電源D.C.230Vで駆動して

使用すZ,。非常用邉信機は常時は上記電源により使用0
出來ろが，非常時に際し船内電獅亭止せる時は32V
200AHの蓄識也で300VA,400サイクル,100Vの

電動交流雲電機を躍動して使用出來る。

尚本邊信機は凡て新國際通信條約に適合する檬に製

作されて素り，從來のものよりその性能は遥に向上し
たものである。

特に短波邊信稜は現在の使用周波數で2’波麗せる
と共に，新國際通信條約による新周波數が決定した場
合，そのまま切替えられるように考慮されている。
（2）受信機
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この中レーダ､－がRCA製

である外總べて日本無線株式

會肚製である。

本船の無線機は完全な自動

式となっており電源の起動か

ら電波發射に至るまでの複雑

な操作を机上に並べられた押

類｜長中波受信機|短波塗謹種
一

全波受信機1鑛石受信機
一一一

ー

30～540kc

1.5～23Mc

120db以上

-30db以下

10球スーパー

300～540kc

1.5～25Mc

120db以上

-30db以下

9球スーパー

14～1605kcl

100db以上l
-25db以下

オートダイン

｜
’

240～600kc周波數の範園

増幅度

撰澤度

型式

ウ

’’1． 本機の電源は600VA,100V,60-の電動交流發

電機1臺に依り供給されると共に船内通信用電源1‘5

kVA,100V,60-の電動交流發電磯2臺にも切換使

用可能である。叉非常用電源としては,8V,200AH

及び150V,2AH各1組の蓄電池を有し，何れの受

信機も，之に切替え使用可能である。

本機も凡て新國際通信條約に適合するように製作さ

釦だけで坐ったまま簡単に操作されるようになってお

り，叉その外順も無線室の装飾に調和するよう色合形

状等にも細心の注意力號われている。

無線室の配置園はF.g.14の如くである。

以下各機器の性能を列記する。

（1）送信溌

本機の電源には3kVA,400サイクル,250Vの電

夕

’
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れている。
（7）レーダー

．尚短波受信空中線は鶴立のものとし'方探使用中も，米域製(RCA)レーダーを船主支給で装備する事と
受信機を使用出來るように，その配置を考慮すると共なっている。
に，室内の引込線には高周波シールE線を使用して船（8）救命艇用携帯無線機
内雑言の除去に萬奎を期した。

新國際海上安全條約により救命挺用携帯無線饒を髪
（3）自動警急装置

傭した。

わが國に於ては職後始めての製品であり，新國際迩本職はA2,500kc.5WとA2,8346kc,3Wの2
信條約菜びに新國際海上安全條約に．より，その規格も波を送受信可能にして，電源ま手廻し發電機による。
更新されたので，メーカーも極めて苦心製作せるもの叉非常の際には海水中に投下しても使用出來るように
で,その性能も極めて良好である｡之に使用せる崖浮具により包装されている。
管は搬邊電話用の高性能のものを使用し，その特性の 以上で本船無線装置の説明を総るが，要するに本装
安定を期してある等苦心の程がうかがわれる。置は凡て新條約に適應する様に設計製作された最新式
（4）船内放遥装置のものであり，その装備に關しても新條約並にF.C.C.
船内各室にラジオ放邊並びにレコード演奏を開かせの規約を考慮に入れて，萬遺漏なく計謹装備されてい
る爲に，無線室に電氣蓄昔機を装備した。レコードプる事を附言する。
レーャーは約10枚位は連績演奏出來るオートチェン ［電線その他］

ヂャーを使用した。以上諸装置に使用した電線は大部分がAB.S.規柊
（5）電氣蓄音機のゴム絶縁被鉛装鎧線（亜鉛メッキ鋼線による網代鎧･

スモーキングルームだけ車濁にラジオ放遥並びにし装）である。配電盤，起動器等の内部配線には總べて
コード演奏が出來るように，ラジオ受信機とレコードサーモプラスチックアスベスト絶縁耐燃偏組線を使用
プレーヤーを装備した。之等は共に室内の装飾に合せし，移動燈其他用遊動線としては米國Underwriter's
て営所装飾係で計霊し，ラジオケースも特別装飾用にLaboratorie'sStandardに依るS型コードを使用し
製作した。叉レコードプレーヤーは装飾壁埋込とし，ている。叉温水加熱器等高温に曝露するものにあって
引出式にして,0枚掛けｵー ﾄチェンヂャーを使用しは一部アスベストカンブリツク絶縁線を使用してい
た。、る。此等使用電線の總重量は約70唾である。配線方
（6）方向探知機式は總べてABS.Rule通りに資施した。

受信機，レピーター等をループ軸に取付け，天井よ端子はソールダレスターミナルを使用しエ駁節減を

り釣下げ式とした新型で，レピーターには誤差修正装計った。（完）

置を施し，直讃出來るように製作されている。

船
別 謂船用品の解説と紹介

ロa

船用品を体系的にまとめ，各部門別に解読
●

をほどこし，主要メーカーの製品を詳細に紹

介。権威ある監修者のもとに編輯せる本書は

メーカー，需要者及び關連業界必携の書たる

を疑わぬ。‐

B5判上質紙170頁

定償250回（邊25回）
發壷10－月10日
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さんぺどろ丸のスチールポール

による張水について p

I
岡 節夫
東日本趣工霊・戯濱造船所一

現在までの責績は，何れも極めて滿足すべきも
のであって，軍にヘッf等の入手難を一時的に

糊塗するという･ような消極的な手段ではなく’夕“
性能そのものに於て賞に卓越した全く新しい方
式である事が責證されている。このよ､うに現在
では，ボール式進水は眞に確乎たる域に達して
いる課であるが，今更めてその生立ちの經過を
辿って見るのも興味あることであろう。
そもそも太平洋戦争末期から経戦後にかけて
のわが國にては，進水用油脂類は極度の不足を
告げ，特に優良品の入手には非常な困難を伴つ’

'たのであって，これ等の事情から油脂類を必要
としない新方式の實規が痛切に望まれたのであ

つた。それで當時各造船所に於て，コロやトロ

ッコ等を使用する方式が廣<採用されるように

なったのであるが，これ等の方法は大型船に對

しては根本的な鉄陥があり，どう見ても一時の

間に合わせに過ぎぬという感を拭い去れなかつ、

た。この頃當横濱造船所では穏自の研究が進め
られていて，特殊鋼のボールを利用することが

愼重に桧討されていた。これはボールベアリン

グより着想したもので，コロ等は回韓軸が唯一

つに限ら恥ているが，ボールは無限の軸を持つ．
ことや，更に一度作られたポールは半永久的に

使用可能であるという經濟的な黙等が特に注目

されたものである。勿論耐塵力或いは豫想さる

べき摩擦力等が考慮されたことはいうまでもな

い。そして幾多の實験や討論の結果次第に有望

観され，ついに第1船として600噸型貨客船こ

がれ丸が選ぱI'しることになって，資験的雰園氣

’
1

1
ま えがき

第5次造船計壷による載貨重量18,000殖型

油槽船の1､ツプを切って，三菱海運株式會祗御

註文のさんぺどろ丸は，去る6月14日，東日

本重工業株式會祗横演造船所に於て無事進水を

経った。本船は，横演造船所稠特のボール式方

法によって進水せしめられたものであり，極め

て劃期的であるとして，一躍斯界の注目の的と

なるに至った。久しくその類を見なかったかく

の如き大型船を,全く猫創的な方法で見事進水

せしめ得たことは，當横濱造船所はもとより，

わが造船界としても大いに誇りとしてよいであ

ろう。ここに小文を草して，さんぺどろ丸の進

水について御紹介する次第であるが，これが進

水技術進歩への關心を幾らかでも高めることに

役立つならば甚だ幸である。

ボール式進水の生い立ち

横濱造船所が，進水に際してボールを用いる
方法を採るに至ってより，はや2ヶ年竿以上を

経過し，本方式によって進水した船舶（艀等を

除く）は，別表に示すが如く合計12隻約37,000

總噸にも達しており，更に本年中に進水を豫定

されている4隻,約26,000總噸も，すべてこの

方式によることになっている。ポール式進水の
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さんぺどろ丸主雲目

船種油槽船

船型三島型

垂線問長163.00米

型幅21.80米

型深11.50米

總噸欺約12,000噸

赦蛍重難約18,300瞳

瀧孜･最大速力約14．5節

船級．アメリカン・ピユローA1@,g"
_AMS,EAC及び日本海事協禽
N.S.*,M.N,S.*

主機織濱マン，8筒，2サイクル，ダ

ブル・アクテイング定格8,500
BIP.118RPM.
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さんぺどろ丸進水要目（實際のもの）

期日昭和25年6月14日

時刻午後6時（夏時刻）

高潮時刻午後6時25分（夏時刻）
天候曇

船台横濱造船所第5船台

船魑重量6,199t

卸台重量＝ 135t

進水総庫量6,334t

重心位澄（船艘中央より後方)1.38M

進水後の吃水前部1.72M

後部3．30M

平均2.51M

トリム（後へ),1.58M

横演港に於ける爾塙1.60M

固定台後端に於ける水深2.90.M

据附位置に於ける龍骨の平均傾斜1：24

滑動台前端よりF.P.迄の畦蕊准8.000M

滑動台後端よりA.P.迄の匪嘩10.684M

，固定台の平均傾斜，／1：20．5
〃の滑動台前端よりの長さ（水平)199.866M

固定台の幅0.914M

〃の数2條

〃前後端間の高差9.750M

〃の反り(長さ200.194MI苓對して)0.500M
〃中心間躍誰7.500M

据附位置に於ける滑動台の平均傾斜1：21．7

滑動台の長さ-144.316M

〃の幅0.940M

使用ポール總敦3,402個

滑り出し時滑動台下のポール總數2,826個
ポール1ケ當りの平均荷薫2.24t

龍骨が緬面に達する迄の進行踊雛18.96M

船尾が浮揚する迄の進行匪潤陰115.80M

船禮が完全に浮揚する迄の進行距離192,15M

船尾浮揚初時滑動台前端に懸ろ

・最大荷重1,840t

固定台數後端に於ける最大歴力'29.6t(2.71T/d)

チツピングに抗する最小力奉146,500t-m

進水後のd"GM'',10.18M

初發進水力("0=0.0356)65.72t

最大進水速力11.61K
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今年中に於てポール式にて進水豫定の船縮 で以下順を追ってそれらを説明し，同時に張度

或いは摩擦力等に關しても槍討して行くことに
する。

（イ）ボール及びその遁度

本装置の核心をなすボールは直径90粍で，

製作誤差は±0.5粍まで許されているので,そ

れ程精密加工を要せず，當所では手持の100粍

のラウンドバーより旋盤加工に依って製作して

いる。材質は高クローム鋼である爲發錆する心

配は全然なく，叉1箇當りの重量は約3旺で取

扱も容易である。ボールの配置は大鰐1平方沢

に1筒の割合で計壷されるが，これには勿論ポ

ールに懸る荷重がよく桧討されなければならな

いdボールの耐墜弧度は極めて大きいか，荷重

試験を行って見た結果，墜縮による愛形を製作

誤差の範園まで許すならば，1箇當り約17睡

まで負荷し得る事が分った。從って使用荷重を

3砿附近'こ抑えれば，ピボッチング仁對しても

充分安全であることになる。かように負荷能力

の高いことは極めて注目さるべきで，氣温等に

よる影響を全然受けないことと共に本方式の一

大特長をなすものである。

（ロレール及びその壷度

レールは厚さ18粍の鋼板に45度の傾斜面

を持つフラットバーを輕連綾熔接で取附けたも

のである。これはボールの横韓動を防ぐための

もので，固定臺側には6條，滑動塞側には2條

付いているのは圖（別掲）に示す通りである。

ボールに垂直方向に働く荷重以上の力が，横方

船種｜總噸数(噸)|豫想謡重量
’D.W､8,500岡廻

貨物船（楡出船）

D.W､2,000唾型
油槽船（輸出船）

D.W.18.00鯛間
D.W.9,350砿型

貨物船

1

約6,300

約1,680

約12,000

約6,600

約4,000

約1jOOO

約6,000

約6,0〕0

のうちにボールによる進水が見事に成功し,着

想と採用の決断の正しかったことを立證するに

至ったのである。この時以來，横濱造船所にあ

っては，進水法として専らボール式が採用され

るようになり，今回のさんぺどろ丸の進水まで

に進展して來た課である。

、ここに附言するが，ポール式進水に關しては

既に考案者である當所平尾廣治技師が，造船協

會昭和23年春季大會に於て論文遂發表してい

るが，残念ながら未だ印刷されて世に出るに至

っていない。‐

ボール式進水装置の概要
句

I

ボール式進水装置は次のものによって橇成さ

れる。即ち固定臺及滑動臺の間にスチールボー

ルを多數入れる課であるが，その爲には進水墓

表面にはレールを張らねばならず，更にポール

の運動を圓滑ならしめる爲には，保距具と稗さ

れる器具が必要とされる。かように本進水峯装

置には在來のものとかなり異った構造があるの

ボール式にて進水せる船舶一覧表（昭和25年7月末現在）（艀等は除く）

船名｜船種’總噸敦(噸）｜進水重量感)!'進水年月日(昭和）(昭和）進水台幅
600噸型貨客船

KD型貨物船

KD型貨物船

海底電線敷設船

捕鯨船

KD型貨物船

KF型貨物船

KC』型貨物船

KD型貨物船

KC2型貨物船

こがれ丸

東西丸

民洋丸

千代田丸

興南丸

雄山丸

富士丸

第五東西丸

富貴春丸

長和丸

SAKURA

さんぺどろ丸

563.73

1,999.42

1,998.91

1,750.84

379.76

2,013.21

623.00

3,733.68

2,028.78

3,629.35

約6,300

約12,000

340

997

981

妬5

257

1,070

352

1,959

1,107

2,245

3,7”

6,334

22．12．25

23．3．23

23．5．8

23．7．6

23．8.26

23.10.18

23.12.20

24.5.12

24．5．28

24．10．7

25．5．2

25．6．14

吋
吋
沢
吋
呪
吋
沢
沢
吋
呪
沢
沢

６
６
２
６
２
６
２
２
６
２
３
３

１
１
１
１

１
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るようなことはなく，從って進水速力が過大に

なるという虞れは絶無である。初發時における

値として現在まで得た數字は0.016より0.036

の範園にあり，始動不能という懸念の無いこと

を示している。

（ホ）ボール收納裟置

固定臺の端部に置か奴たポールは，船鐙の進

行と共に海中に落下することになるが，これ等

を回收する爲の装置が考案されて十分その用を

果している。

祠に作用しない限り脱線することはないから，

滑動臺が外れる心配は全然ない。レール据附工

作上の誤差を考慮して，ボールとレールとの間

に，左右約10粍宛の間隙を置いてあるが，こ

のため船篭に横揺れを生ずることは全くない。

18粍鋼板のボールに對する耐墜力は實験的に

も張度計算からも，1箇當り約6殖が比例限度

であるが，これはボールの使用荷重3睡に對し

て充分の餘裕がある。ピポッチングプレッシア

ーを受ける部分に對しては,固定臺及滑動葵共
'8粍鋼板を二童張して,少くともボール'箇
営り15趣までの荷重に堪え得るよう計壷され
ている。尚今董で得られた實験結果及び實船の

成績から，ボール1箇に懸る平均荷重P,"(E)
とレールの板厚Z(粍）との間の關係を，次式を

滿足せしむる如くすれば充分安全であることが
結論されている。

P,,i<10×Z2

例えばP,"を3,000畦とすれば，メは18粍で
ある如くである。

【ハ）保距ノ具

保距具はボールがそれ自身及びレールの精度
上，或いは進水臺の接手等によって，一時的に
も無負荷になって韓動が凱れろのを防止し，常
にボール相互の距離を一定に保ち，ボールの配
置を均一な‘らしめるための器具である。荷重を
受けている限り，ボールは皆一様に韓動するか
ら，保距具が大なる力を受けることは考えられ
ないが，不測の場合をも豫想して割合堅固な構
造とし，かつその重量によって壷間における上
下の躍りを防止するようになっている。
（二）本装遥の摩擦係數
本装置の摩擦係數がどの程度のものであるか
ということは,最も注覗されることの一つであ
ろう。固定まと滑勤壷との間に働く摩擦力は，
主としてボールの回韓摩擦及び保距具の滑り摩
擦より成ると考えら虹るが，責鹸及び實績は摩
擦力は進水重量にほぼ比例する事を證明してい
る。即ち式で示せば

F="W

(F:摩擦力，鰹：摩擦係敷,W:進水重量）
であって’メ4の値は大燈0.025の附近を上下し
ている。そしてこれは速度の愛化と共に減少す

さんべどろ丸の進水計霊

さんぺどろ丸の進水計壷の初期には，ヘット

式による方法も一應計壷されたけれども，あら

ゆる鮎に於てポール式の方が優れている事が明

かになり，確信を以て本方式により進水せしめ

る運びになった。本船は営所に於ては’0年以

上もその例を見なかった大型油槽船であり，然

もそれを新しい方法を以て進水させるのである

から，屡々 豫想外の問題に遭遇しなければなら
なかったが，その一方に於て摩擦係散や握度等
の重要な因子がはっきりと把握されており，大

籠に於て計塞は順調に進捗して行った。以下に
さんぺどろ丸の進水計壹上の特色とでもいうぺ

き事項を列記する。

1．龍骨及び進水臺の傾斜はヘット式の場合

のそれとほぼ同様にした。それは最初はボール

式とヘット式が並行して考慮されてv,たからで

もあり，叉進水性能の面から最も適當した數値

を得られることが初期進水計算によって明かに

なった爲でもある。

2．使用進水蜜は3沢幅のものとした。通例

によればこの程度の大型船では4沢幅叉はそれ

以上とすべきであらうが，本方式の特色を活か

してかく決定したのであり，進水に要する費用
を大いに節減し得る結果となった。

3．ピボッ.チングプレッシァーとボトムプレ

ッシァーの双方を出來るだけ小にする爲，あら

ゆる方法が検討されたけれども，結局バラスト

を搭載する等の方法は採られなかった。

4．進水中の船艘の狸度に開して種々 の方面

から検討が加えられ，特にボトムプレッシァー

に對する軍底構造部が議論の對象になったが，

。
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補狸工事は全然行わなくとも差支ないことが結
論された。

5．船首ポベツト構造には鞍板を用いず，プ

ラクーツトを船遥に直接熔接させて立木を受ける

ようにした。そしてピポッチングに際しても充

分堪え得るよう狸度を嚴密に計算して，繕造の

設計を行った。

6．スタートに關しては全然不安が無かった

ので，從來の例通り押出しラムの準備は行わな

かった。

7.初發進水力が豫想置よb大なる場合を顧
慮してメカニカルトリガーを4臺誇音すること

にした。そして同時の一齊解放を確認する爲，
寶物について嚴重な試験を行った。

進水状況

進水式は當日午後6時（夏時間）に開始せら

れ，行事は型の如く進んで唯滑り出しを待つぽ

かりになった。やがて船主の銀斧一閃と共にト

リガーは一氣に外され，船鵠は直ちに滑走を始

めた。それより完全に海中に浮揚するまで僅か

．に41秒，全く瞬時の間に進水は柊了した。船

罷の運動状況は別圖に示す通であるが，最大進

水速力は11.61節を示し，すべての計壹が安當

であった事が證明された。船綬が海中に入るま

での摩擦係數の愛化の状況は特に興味を惹くの

ではないかと思われる。即ち0.0356より發し

て約2秒間減少の一途を辿った後0.0165まで

落ち，然る後上昇して大韻0.026の線に近づい
て海中に入っている。本船の進水中ボール式凋

特のポールの韓動による識香はあったけれど
も，船罷，進水壷及び船臺には何等の損傷も起
らなかったことが確認された。又船首ポペット

部の外板，ボトムプレツシアーの最大黙附近の
船底外板，更に曲げモーメントの最大になる部

分の甲板及び船底外板等について歪の連績的計

測が行われ，何れもそれ等の値が問題にするま
でには至らない事を示し，船寵の完全なことを

裏書した。

進水中の船鰻運動の計測について

前項に於てさんぺどろ丸の進水中の運動状況

について述べたが，この計測方法はちょっと興

味を惹くことと思われるので，この項にて簡軍

な説明を加えるこ．とにする。

405

一鰐進水中における船鰐の運動を正確に知る

のは極めて重要なことであるが，從來の計測装

置が餘り滿足なものでなかったので，本船の進
水には新たな橇想の下にかなり精密なる計測装
置が考案されて使用の運びになった。これらは
二つの別箇のものより成り，一つは滑り出しの，

極く短時間の運動を，他の一つは進水時全般の

運動状況を夫々 託録するようになっている。前
者は等速回韓する託懸用ドラムを，その軸を船
篭運動方向に向けて置き，船鰐に固定したペン

によって初期の時間一進行距離曲線を自記せ

しめるものであり，構造は比較的簡軍である。

一方後者は次のような機籠から成っている。リ
ールに充分なる長さのワイアー（引張に握くか

つなるべく細い，例えばケルピンのサゥンディ

ング・マシーンに使われているようなものが望

ましい）を蓄えて置き，正確に周長の知られた

プレーを一周せしめて一端を船繼に取付けて置

く。そうすれば船罷の進行はプレーに傳わり，

ユニバーサル・ジョイントを介して記録用ドラ

ムに回韓が與えられる。ドラムの上には途り機

構に乘つたペンがあり，それがドラムの回韓に

っｫLてその上に螺旋肢の線を描くと共に，その・

線に5分の1秒毎に時間がマークされるように

なっている。從って5分の1秒毎の進行距離が

糖密に読み取れることになり，瞬間速度を求め

るのも容易である。かくして時間をベースにし

た進行距離と速度の曲線を綿密に描き得る鐸で

ある。筒この装置には進水垂にピンを取け付け

て，一定進行距離で電氣的に發信せしめ，進行

距離の補正を行うようにしてあるが，實績は

100米の進行で僅か10糎程度の誤差しか入っ

て來ない事を示している。この二つの装置を併

用することによって，別圖に示されるが如きか

なり細い記録が可能となり，資料として極めて

‘貴重なものが得られた課である。

むすび、

・さんぺどろ丸の進水がボール式によってこの

ように成功を牧めたことは，皀ﾛちかかろ大型船

に對しても靭かの不安もないことを證明するも

のでぁり，今後更に大型の船を進水せしめるに

當っても，本方式を採用することに充分自信を

與えたことになろう。

､
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商等海難審剣邸微粉硫化鑛の船舶輸送について

3.微粉硫化鍼の製造工程

坑内から採取された硫化鍼は，銅の含有量約

0.8％硫黄の含有量約20％その他金銀鉛等を

含む貧鑛多く昔日は此等の貧鑛は更に願られな
かったが現時化學の發達とその肥料の需用の増

加に伴って，貧鑛虚理法により浮選の方法が採

用せら”微粉含銅硫化鑛と微粉硫化鐵砿とに
分離するものでその大牢は微粉硫化鐵鍍であっ
て，これ即ち微粉硫化鑛と穗するものである。

前記の採取された硫化鍼は種盈の工程を經て

200メッシュに粉砕せられ媒液を加えて浮選器

に途られ，水中に於て狸<攪拝すれば含銅硫化

鑛は生じた氣抱の表面に附着し水面に浮び，こ＝

れを集めて含銅微粉硫化簸液を分離採取し，袋

餘の分は次の浮選器に逢られ別の媒液によって

前同様の方法によって生じた氣泡の表面に附着

したるものを集め，これが微粉硫化鐵鍍であ

り，残部は康棄せられるもの皀ﾛち岩石の部分で

ある。

以上の方法で得た雨微粉溶液は別交の施過器
に送られる。この漉過器は平圓板を以ってな

1．まえがきI

、微粉硫化鑛は，申すまでもなく硫安や過燐酸

等の化學肥料製造には絶對なくてはならない原

料蚕あって，しかもその原料である硫酸は，吾

が國では殆んどすべてこの硫化礦から造ちれろ

もので，硫化鑛は硫酸製造以外には，殆んど用

途がないものである。

しかもこの化學肥料が戦後の吾堂の食生活に

如何に重要な役割を果しているかは，今更ここ

に蜜言を要しない虚であって，この貴重な肥料

の原料の輸送に當っていられる大小多數の船舶

乘組員の並友ならぬ勢苦を思い，また，一面こ

の種貨物の特質が割合船舶輸逵關係者の認識を
得ていない嫌があり,爲に多くの船舶が遭難し，

或は最悪の事態を惹起している事實に鑑み,か
つは本貨の輸送に當り最近起ったある海難事件
の原因研明の一手段として筆者等が今度遠くこ

れが生産地である砦手縣宮古に赴き田老鑛山と
その積出しの状況を詳に見學する機會を得たの
で，この機會に一文を物し輸送關係者の爲幾分
でもの参考となり，或は判籔の資料となって’

幾分なりと本貨海難の防止に寄與できｵしば幸い
である。
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り，毎分7分の1ないし9分の1の速度を以っ，
I，

て徐忍‘に回韓し板の外部は帆布を以って覆れ内，
部を眞室にすることによって粉末のみが帆布の
表面に附着して水分が除去され'この附着した
粉末は糖鑛逢口に逹したとき墜搾室氣が内部に
注入せられ該部の帆布は膨脹して離脱し精鑛受
に牧納される。穂過器内部に吸收された水分は
‘穂液吸出管によって排出される装置となってい
る。眞室の度合，帆布の新奮，溶液の濃度等に

よって左右されるものの様であるがこの附着し
て採取された微粉は，水分約’0％ないし’2％

と推定せら#しる。かくして微粉硫化鑛，含銅硫

化鑛は得られるものであるが，戦前はこれを火

力乾燥場に逢って水分を8ないし9％に減じた

由であるが石炭債の騰貴に細され,採算上不止
得これを中止して直ちに貯鑛壜に逢られ自然乾

燥に淡い期待を掛けてv,ろのか現状である。

2．硫化鑛

硫化鑛床は，吾が國には比較的多く全國に亘
って散在しているが特に東北地方に多く，言森
縣の安部城,岩手縣の松尾,田老,秋田縣の花岡，
尾去澤等盛んに發掘されており，硫化鑛にも工
程により塊鑛，粉鑛，微粉鑛の三種があって，
主として八戸港積のものは塊鑛，船川積のもの．

は粉鍍，宮古積のものは微粉誠である。しかし
てその大部分のものは船舶によって各地の肥料
製造エ場に輸逢されているものであるから輸送
するに當つては，事前に塊砿であるか粉鑛であ
るか，將又微粉鑛であるかを確めなければなら
ない。しかも此等三種の鑛欣において船舶輪途
上最も問題となる微粉鑛に句いて研究を進めて
見たい。
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4．宮古港埠頭への搬出

山元貯鑛壜に入った硫化鑛は前述のように専

ら自然乾燥によるのみであって，その幾分かは

水分を失うであろうが微粉であって表面のみの

僅な乾燥が期待し得るのみで設備上長期の貯鑛

を許さす，水分の減少を期するこ．とは望め蔵

い○

此虚から宮古鍬ケ崎岸壁至近に築造されてい

る山元とほぼ同様の貯鑛壜に搬入されるのであ

るが雨者間の距離は約13．7粁軍絲循還式架空

索道により，搬器は5分の1噸容器で速度は1
分間約103米常時360前後の搬器が吊されて
いて現在日曜以外は毎日午前8時から午後4時，

迄運鱒され，一日120噸なV,し150噸に及びシ

日曜及び運韓時間外は，架空線上に停止するも

ので雨露を避ける覆の如きものは見當らず，夜

間停止すること，雨天の際は休止するものでな‘

ぃ黙を考慮するとき,火力乾燥を慶止した今日，

海上輪途上含有水分の問題が重要な意義を持つ

本貨につv,ては，架空輸送中の防水施設につき
山元において何等かの對策あって然るべきもの

と考えられる。宮古貯鑛唾は二基あり，何れも

鐵筋コンクリート製であって屋根を有し，内一

基は目下使用せず。使用中のものは,‘内部を8

隈割こ分け容量何れも各800噸であって1番な

いし6番迄が微粉硫化鑛用7番8番が含銅硫化

鍼及び同塊鑛用である。各匡劃には下部に取出

口があり木製枠型を積み上げ厘劃内の上層部か

ら順次トラックに積込み検量機を経て船側に運

ばれるものである。

5．微粉硫化鍵の特質

微粉硫化鑛は比重4ないし5であって然も水

に對する親和性に訣けてv,ろため水と分離する

可能性多く，これに反し含銅微粉硫化鑛は水に

對する親和性ある爲分離することなく船舶の輸
逢に當ってざ危隙性は殆んどないと云っても過

言ではない。特に前者は船の動揺震動によりこ

の特性の爲毛細管の現象を助長して頂上に水溜

を生じ荒天又はスェルの爲泥状と化し比重の大

なこの鑛石は風上叉はスエルを受くる舷淀移動

し遭難するに至ることが豫想せられる。特に一

倉内に多量に積載するときは特にその作用が蓋
しく比較的容積の大な2番倉に多くこめ現象を

見ることがこの事實を裏書しているものと云い
得る。

8．微粉硫化鑑の水分

信頼し得る某肥料工場の検出報告によると昭

和24年1ヶ年分の宮古港船積にかかる微粉硫

化鑛の水分は平均11.75％であって，これが積

，地に於ける水分は平均9.8％となっている。然

も後者の水分捻出にはやや信頼性に乏しい黙の

あるのと契約が水分10％以下となっている黙

とを考え合せると少くとも本貨は平均11％以

上と見るのが安當ではあるまいか。勿論一部に

は10％以下のもあり或は15％以上のもなき

を保し難く,積地に於ける貯鑛壜内の貯藏期間，

壜内の位置，山元より搬出中の天候等によって

も一定ではあり得ない。水分の多いもの即ち平

均より多いもの必ずしも事故を起したものでは

なく假令水分は多く共積付の良好'天候の良否,

運航の適否によって何等事なきを得る場合も多

共あり。これに反し譽え水分は少<共積付の不

良，悪天候等によって不慮の事故を見る場合も・

なきを保し難いことは，前示本貨の特質に鑑み

ても容易に想像されるところであるo

参考の爲に前記某工場から得た小壜入り各種

含有水分見本は下の通りであるo

水分含有量’7％のもの

靜止の状態に置v,たが自然に水分が遊離して

約5分の’は水となって上部に溜った。

水分含有量’3％のもの二ケ

前示の状況において一つは約’0分の’が水

となって上部に溜り，一つは水は遊離しない

がベトベトしているo

水分含有量’0％のもの

何等の愛化はなく當初から小豆大又はそれ以

下の粒たが散見される。

水分含有量7％のもの

何等の愛化はなく當初からサラサラしている

が30度位の傾斜では動かない。
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7．微粉硫化鑛積取船の賓例

11．汽船錦昭丸
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4．汽船花喚丸

總噸數1463噸は，宮古港に於て微粉硫化鑛

を1207噸（第1番倉に129噸第2番倉555噸

第3番倉400噸第4番倉123噸)積み昨年6月

30日出帆川崎昭和電工工場に輸逢途中翌31日

午前9時頃蕊屋崎燈臺沖に至る頃から南東のス

エルを生じ北東方の風力も次第に増勢し，動揺

し始めスエルも次第に増大し，左舷に幾分傾き

出していたが正午頃には風力も5ないし6とな
り左右各20度位の横動となり週期も6.7秒の

短週期であった。午後1時過ぎ鹿島灘南下中突

然左舷に約30度ばかり動揺し，左舷に20度

ばかり傾いたまま復元しないので，直ちに動揺

を最小に保つため西南西方に韓針して陸岸に向
った。午後8時茨域縣荒井濱距岸2海里ばかり

の虚に投錨し，各倉を検査した虚第2番倉上部
が泥状化して船燈の動揺と共に移動してること

を發見した。その後全員死力を毒して復元と移

動防止に努めたが翌朝に至りスエル増大し凡ゆ

る努力の効も侭なく泥欣の鍼石の移動により左舷
側外板が髪形し，鋲の脱落するものを發見，倉

内支柱の破損等を認めるに至り，途に同濱に任

意乘揚け人命には異状はなかったが途に全損に

歸した。因に本船第3,第4番倉にはシヤフト
、タンネルがあった。

5．機船第二海幸丸

總噸數499噸は微粉硫ｲﾋ鍼を積載昨年6月
’日宮古を出帆川崎に向った。’番倉’07噸2
番倉380噸計507であったが出帆時は手で叩く
と水が出る程度で，出帆後ローリングの爲6時
間して,2番倉積荷の上部に水が溜り總員之が汲
出しをなし，當初はスコップで叩いて水を出し
ていたが動揺の爲水はドンドン出てスコップで
叩かなくとも樂に水が汲める様になり，可能の

限り汲取りを勵行したがその後天候の悪化を見
込み，同日夕刻鮎川に避難6月6日同地を出
帆途中平穏な航海に恵まれ，翌日目的地に到着
した。’番倉の分は乾燥度も良く･水は出なかつ

･たと報じている。尚本貨の揚地の含有水分検出
の結果は10.7％であった。

6．機譜第十三若手丸

總噸數160噸は,宮古港に於て微粉硫化鱗

153噸を積み出港したが出港後暫くして積荷の

本船は，昭和21年製にかかるもので總噸数

2788噸の鑛石専用船であって四倉を有し，各

鎗ともその中央を縦に倉底から高さ約3米のシ

フテング．ボードで仕切り，中甲板駁<専ら各

種硫化鑛運搬に専用されていたが最近は船型の

過大の爲休航していると聞くが，未だ事故の發

生を聞かない。

2．カナダ汽船レイク・チルワック號

カナダ西海岸ブリタニヤ・ビーチから微粉硫

，化鑛8950噸を積んで昨年8月26日無事横演

に入港したものであるが吾交に多くの示唆を與

えるもので，當時の状況報告を摘記する。

第1番倉1950噸

｜繍々第2番倉2204噸

・第3番倉1692噸

蕊薑駕震)後倉
各倉共中甲板と下倉に分載したがその割合は不
明であるが全量の4分の1ないし5分の1位が

中甲板に積載されたものと推定される。下倉は

大篭山型であり頂部が僅かに均してあり中甲板
は大鰐平に均してあった。

シフテング・ボードその他特別の施設はして

なかった。

積荷の山崩或は殖裂はなかった。

積荷が固っていた部分はなくシャベルで樂に
掬える程度であった。

水分がビルヂに流れた形跡はないが揚荷後下
・倉底中央部に多少溜っていた。

昭和電工川崎工場調による水分検定の結果

は，第1日5.5％これは多分中甲板積と想
像せられる。

第2日9.25％

第3日9,0％との由である。

3．機船日梅丸

改E型（総噸數886）であって船川港に於て

花岡鑛山産砂硫化鑛を何等の移動防止装置も施
さず且つ貯鍍設備不完全の爲相當の含有水分の

ものを積取り昭和22年8月7日出帆三池に向

う途中粟生島附近で荒天の爲右舷に約’5度傾

斜し危険に瀕し，翌日酒田港に避難し，任意棚

坐して約130噸を瀬取りして難を莞れたが揚地

を富山に愛更するの止むなきに至った。
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上部に3分位水が浮んでいるのを發見し直ちに

排水に努めたが航海の前途に不安を感じ引返

し，72噸を他船に移し，533石の松丸太を上積

し，7月3日更めて出帆途中小名演，勝浦に寄

港17日無事芝浦に入港した。出荷主は含有水

分15％と云ったが水分は多かったとの報告で

ある。揚地川崎の検分は10％であった。

動誘發の危険を増大するものと考えられろ。

（5）航海中は少くも毎日朝夕積荷の状況を

調査し期を失せず適宜の虚置を講寺ること｡

（6）横動の激しい場合は針路或は速力を愛

更するのも之を減ずる方法であることは云う迄

もない。

9．むすび

昨年末機船干早山丸（總噸數561）は伊豆大

島附近に於て極度に傾斜し辛うじて波浮港に避

難し，また本年3月には機船第一辰鹿丸が金華
山附近に於て行方不明となった事件あり,2隻

共丸太を以って臨時的な移動防止の方途を講じ

てあったものの様であるが未だこの種海難の跡

を断たないのは甚だ遺憾であって，以上の研究

説明では不充分不適確その意を得ない黙は多交

あるべきも運航關係者の本貨に對する認識を更

に深められ，出荷主,船主，乘組員一篭となっ

てこの種海難の絶無を期せられたく，特に輸逵

の直接婚當者である乘組員各位の技術者とし七

の誇とこれを培養する不断の研究を以って徒ら

に臆することなく勇氣百倍本貨の征服に這遥さ

れんことを望んで止まない。

8．微粉硫化鑛積取に對する私見

以上の諸項目を検討すると概ね次のような事

項が考えられるのではあるまいか。

出荷主へ

含有水分の低下に今一段の工夫を望むと同時
に各壜の平均水分を明示し，以って運航責任者

の判断を誤せなv,ことを望みたい。

船舶所有者へ

竿恒久的な移動防止用シフテング・ボードの

設備を不可妖とすべきであるが，こうした設備
を有する専用船を配船することが諸種の事情か

ら不能の場合は，姑息な手段による一時的不完
全な移動防止施設をなすよりは乾燥の良い材木

を上積すること，漁港程度の小港にも随時避難

し得る小型船の配船と，運航責任者に経験ある

者を配することを望みたい。

運航責任者へ

（1）水分の簡易な鑑別方法としては，先ず

掌で握って開いて見てパラパラするものは10
％以下と見て差支なく先ず良好と認められる。
4,5回握り締めて指間に水分の沁み出るものは，
10以上と見て差支なく職途中特に警戒を要す

るものと考えられる。

（2）積付に當ってば出來る丈重心を高める

こと。中甲板を有するものは全量の4分の1な
いし5分の1を中甲板に積むことが望ましい。

（3）中甲板のないものは出來る丈山型に積
み，頂部を僅かに左右に均す程度にし，頂部に

水溜を生ずることを防ぐと同時に萬一水溜が出

來た場合前又は後の船底部に流し込みピルヂに

落すｶー 汲み取り易くすること。

（4）現時の氣象,豫報，天氣圃等により確

賓なろ氣象の把握に努め，荒天，スェルには特

に留意し，横揺週期10秒以下は短きに失し，

復元力は大であっても却って危険であり積荷移

天然牡・出版書

朝永研一郎箸A5上製

舶用機關入門債250圓・逹55回
橋本徳壽著A5上製・函入

木造船とその艤装（上巻）償500圓・遥55圓
依田啓二箸A5上製．函入

船舶運用學償450圓・塗55回
小谷信市著A5上製

舶用補機債350圓･a5Em

｜
小野暢三箸B5上製折込団4葉

貨物船の設計債350回･暹55圓

高木淳箸A5上製｜

初等船舶算法領250回･塗55回｜
中谷勝紀著A5上製

舶用ヂーゼル機關償350回･塗55回
中谷勝紀箸A5上製

舶用曉玉機關便200回･逢55回
波多野浩箸A5土製

航海計器の賓用と理論(上)E250n･&55m
祁戸高等商船學佼航海蕊部編A5上製

航海士必携便180回･邊55画
關川武著B6上製

縫装と船用品便80回､琴C卿
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第4次新造船日産丸(AB級）
、

豊田三郎
日立迭珊株式含肚・因恥言正概電氣工事について

！
次揚機械

ZE放射ポンプ

潤滑油清淨淡

主機回鱒機

エ作陵械駆動モーター

チューブクリーナー

顕匪邊風強

通風電動磯（機罐室用）
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I概要

本船は第4次造船計壹によるB型船にて公團

.並びに日産汽船株式會祗の發註に依り當所日立

造船株式會祗因島工場に於て昭和24年10月

8日進水し同年12月末完成した總噸數4,800

噸，主機械はタービンを装備し機開室補機並び

に甲板補機を全電化した優秀貨物船である。

その主要目は次の通り

主雲目表

菱格遠洋航路第一級貨物船
・P

AB.AIAMS．EAC.

NK・頂S・*MKS*

主要寸法

全長130.670米
〆

垂線間長122.000〃

型幅17.400〃

.型深7.700〃

噸數總屯數4,800屯

載貨屯數7,225屯

速力滿載状態（經濟速力） 13節

機關主機二段減速付複汽筒蒸汽タービン3,600HP

罐舶用三胴式水管罐20kg/cm2350｡C
發電設備

主發電機タービン躍動直流二線式(230V)
350kW×2台

補發電樫ヂーゼル驍鋤直流二線式(230V)
40kW×1台

機關室電動補機，

主循環水ポンプ80HP1台

主給水ポンプ50HP2"

雑用ポンプ．50〃1〃

脚荷氷ポンプ50〃1〃

消防ビルヂポンプ50〃1〃

復氷ポンプ10〃2〃

潤滑油ポンプ30〃2〃

冷却水ポンプb〃1〃

蒸化器用ポンプ，〃2〃

清水ポンプ7〃1〃

燃料油ポンプ3〃2〃

燃料油移動ポンプ15〃1〃

１
１
１
１

甲板電動捕溌

揚貨機5屯

揚貨機3屯

揚錨機

繋船磯

通風電動機（貨物艫用）

同上（冷凍鯰用）

通風電動磯（冷凍機室）

冷凍機

同上

舵取電動機

火災警報機

電氣冷藏庫

53HP

28〃

60〃、

28〃

5〃

1〃
1，

1/4〃

7．5〃

1．5〃

15〃

1/8〃

200W
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1

震動發電稜(2HP1kyA通信用）′'． 2〃

同上(4kW3kVA無線用） 1〃

同上(0.4kWO．3kVA無線用)1"
同上(350W鱒輪羅針儀用)1"
同上（ラジオ用）’〃

無線装置中短波邊信機500W1"
補助邊信機50W1"

受信濃短波，長波，全波 各1〃

方位測定磯1〃

航海装置

輔輪羅針儀シングルユニット

｝”，オートパイロツト

コースレコ･一グー

吾 響測深儀、1

暇磁汽笛霧中信號装置付1

醗氣ログ 1

船内邇信装置

舵角指示器1

電氣式回鱒速度計直流式1

電氣式テレグラフ(E.T)(D.T)(S.T)1式
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一

指介通信器ピックアップマイク付1

蔵霊電話機1對1各1

1對2

呼鐘

罐水位警報器

焚火信號燈

標示燈盤

(機關室，補農の運韓，停止の標示信號装置）

ロ

’II本船AB級電氣エ事に

對し留意せる鮎
〆

AB級電氣工事は最初の事なのでまずAB規

則の研究を柊えてから他船の見學を行った。そ

の上で電線布設方法の試案を得て實物見本の作

製をした。10月下旬にこの寳物見本について

AB検査官の承認を得て工事に着手した。工事

着手より完ェまで約2ケ･月間非常な迫込作業と

なった上思わない支障も出たが，全員の努力に

依って完工した。所要電溌約28噸，電線布設

用鋼材約8．5噸であった。

次に留意検討を要した諸鮎を列記し説明を加
えて見たい。

(1)AB規則の研討
いれば電線’本’本を貫通金物を用いて水防すAB規則の研究會及び説明會を開き工事面
ろ事は通路等にての立上りにては面積を取るの

に適用する爲問題となった鮎は次の通りであ
で，從來，艦船に用v,られた「ロートハルト筐」つたo
の使用に依り，電線貫通部の占有面積の減少を

(a)電線の布設に富り周園の構造物に塗料
計りたいが,ABにて承認されるや。

を塗れるように金属製の掛け金物に支持さｵし
以上(a)(b)(c)の三件が決定しなければエ

ねばならぬ。
事の着手準備は出來ないのでAB級船の見學を(註）從來は直接甲板や隔壁に閃火熔接ビスを熔
行って上記3件(a)(b)(c)の解決をするべく植し電線を職豊へ直婆押えるか,導板の上に同様
川崎重工聖川丸や米國船Cl型船等の見學を行の工事を行った。

(b)一つの「ケーブル"､ンガー」内に收め

た電線は二層に制限すべきであるという解緤

の仕方，即ち第’園の（イ）（ロ）圃何ｵ/しか，
(註）從來は一つの「ケーブルハンガー」内に多い

時は三層にもケーブルを重ねたものであった。本

船は全電化の爲非常に電線駁が多くて（イ）（ロ）

皿の内（イ）咽を採用すれば居住室通路上には電線

布設幅が贋く布設は出來難い。まして通路上には他

部所掌のパイプが遜ろのである。

(c)貫通金物（甲板用隔壁用）の代りに「ロ

－1､ハルト」管をABにて承認されるか。

本船の如く電紐の多い場合に貫通金物を用
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つた。

見學の結果上記(a)の電線取付馬については

すべて船籠と離隔した電線取付馬上に布設して

あり，容易に實施し得る事であった。

(b)の電線を二屑に制限する問題については

殆んど一層積みで第1圖（イ）圖であるが，盧

交第1圖（ロ）圖のような工事も見られるので

嚴格な要求ではなく，場所によっては（ロ）圖

で良い事が判る。

(c)の貫通金物に對しては米國船はすべて第

3圖及び從來の貫通金物と似た物であるが，ロ

ートハルト筐は用いられている虚がなかった。

併し某造船所に於てはブリッヂ方面に用いる事

を許されたという事である。以上見學の結果と

(イ） (戸）

第1岡

●● 罫

、

當所の考えを纏めて第1圖第2圖第3圖の各乏

實物見本を製作した。「ロートハルト」筐の寶

物も共にAB棯査官へ提出し承認を求める事に
ノ

した。

（2）桧査官の意見並びに承認されたエ事方法

10月19日AB検査官ベックウイズ氏に前

記實物試作品を提出し承認を求めたる結果は，

(a)雷線のケーブルハンガーは第2圖承認。

(b)電線を一つのケーブルハンガー内に牧め

る場合は一層にて2段以内即ち第1圖(イ）

圖承認。

(c)貫通金物は第3圖及び從來用いた艦船扇

貫通金物承認。

ロートハルト筐は承認されず。

但しロートハルト筐の各電線孔には貫通金

物式のグランドを立てれば良いざ

（3）その他

以上に依り電線布設方法の決定を見たのであ

るが，之が爲電線の配列幅が廣くなり，布設出

第2m(1)Hold

HANGER

… ず
JELECT尺ﾉc

第2m(2)BulkHead

巳 月aLE

匡ﾆニ

413
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復水油ポンプNo.132A

御く〃~No.1120〃總計490A

循環水〃90〃

麺風電駁嬢No.I9"(擢室）

同上No.29"(")-

同上8〃（罐室），

荷役中發電機負荷

期日25年1月8日於若松

状態5噸ウヰンチ4臺，3噸ウヰンチ2臺使用

約0．8噸入ザル入石炭を荷役中

發電機負荷215V250A
600A
I

800A(瞬時）

(註）電墜愛動殆んど無し

ウヰンチ外負荷は給水ポンプ,冷却水ポンプ，蒸化用

ポンプ各1台，電澄及び通信用MG1台とす。

V結言

本船完成の成績は極めて良好であった。幸い

電氣工事についても検査官から好評を戴いた事

に依って關係者一同勢苦を忘れた思いであっ

た。更に今後，我共が努力しなくてはならぬ事

は寳材勢力の節減を工夫する事に依って優秀性

を損する事なく船債の低減を期する事である。

感じた事を列記して造船電氣界の方交の御教導．
を期待する。．

（1）當初の設計上の注意に依り資材努力の

節減を期せられる部面が非常に多いこと
（2）造船造機のパイプや機敏の間を電線や
器具は何んとかして艤装出來るという考え方の
修正

（3）ケーブルハンカー，貫通金物電燈器具
の船篭取付金物の標準化と安債に製作供給する
専門工場のあること

（4）舷内バンカー等にして電線覆を要する
場所に採用すべき安債にして完全な布設方法棯
討

（5）各種電動機及び附属装置發電機電燈器
具類の電線引込口を艤装に便利な橇造とするこ
と

（6）ソルダーレス端子の研究と標準化

（7）製作所にて行われる陸上試験は嚴に施

行し積込後に結線違い等發見する等のことなき

事（436頁へつづく）

來ない故，軍心線計書は2心線に愛更し，雷線

本數を減じた。床下配線はトクンク式或はパイ
プ式とし床面配線やマスト等はL』形の取付馬上

に配線した。軍線で通るものは直接に船篭へバ

ンド止めした。

舘内及び石炭庫内共411頁の嶌眞に見る如く

第2圖方式として布線した。その上に鐵板製カ

パーを施行し炭塵綿塵の入らぬようにした。

III本船に採用された電氣設備の

‘特徴そ-の他

（’）機關室の主要電動補機を始め多くの電

動補機に自働起動方式を採用したol.
（2）‘機械室操縦辨附近に標示燈盤を設け
た。之は機罐室主要電動補機の運韓中か停止中
かを標示えンプにて標示し運韓中のものに故障
を生じたる時はベル鳴晉と共に標示燈は停止を
標示し，當直者に注意を與乏る。

（3）罐水位警報器を設けた。

（4）焚火信號器を機耀間に設けた。

（5）船内指令通信器を設備してマイク，ラ

ジオ，切替放送すると共に船首尾の高聲電話用
接績坐にもマイク用接栓を必要時挿入してブリ

ッヂのスピーカーを作動させ得るので，ブリッ

ヂのマイクと交互に話せば高蕊にて命令應答が

．出來る装置をした。

（6）揚貨機揚炭機共電動とした。

（7）韓輪羅針儀はオートパイロット，コー

スレコーダ･一付とした。

（8）壷間信號用として1kW信號燈を装備
した。

（9）無線の室中線韓換器切替送信機の周波
轍切替共机上よ.pの遠隔操作とした。

（10）音響測深儀を装備した。

（11）電氣式テレグラフを採用された。．

IV本船資航海及び荷役中の

電力使用欽況

期日及び状態（25年1月4日16時）室船に

て14．5節航海中，發電機負荷215V,490A,,
内鐸下記の通りt

涯嘩邊風磯No.120A冷却水ポンプ

｜鴫“同上.No.220〃蒸化器ポンプ

潤滑油ボﾝブN::;::%瀧用MG
同上

。
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700噸型巡硯船｢大王｣に就て(3) 村上外雄
石川島画工案株式合献
證鉛設計課長

~

て使用上の不便さも次第に克服されてゆくものと考え

ている。丸窓の大さは本船では座350粍であるが，25

年度計壹においては450粍となる豫定である。

5．艤装上の特徴

本船の一般配置と艤装上の主なる特徴は既載の通で

あるが，細部に就て特筆したい黙を二三拾って見る。
（イ）船橋装置

上部船橋では磁氣羅針儀從羅針儀各1基，12糎双

眼望遠鏡2基，1．5米測距儀1基の外，方向探知磯用

枠型室中線40糎探照澄，電氣指令機用船外擴躍器各

1組を，2脚式前橋との關係位置をも考慮し立跨的に配

置ずろことにより相互の障害を極力少くした。前面の

プルワークは羅針儀使用上差支ない範園でなるべく高

く1,250粍とし上縁に反りを附したことと相俟って相

當有効な遮風か得られ見張や操船上の便を計ることが

出來た。操舵室周園の窓を關係方面の推奨により丸窓
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操舵室前面
1，

前側の丸窓の内右舷寄の1個には1/20馬力電動濁

附の旋回窓が附いていて，降雨波浪の飛沫による祠野

の妨害を減ずるよう工夫されている。

操舵室船尾側左舷には香響測深儀の記録器を取付

け，右舷には電氣指令機が配遥され，その船ﾀ|授曄器

は上部船橋と後橋中段との2個所に,叉船丙にも各所
に擴霊器が装備されている。

室内周園は多數の計器を見易く配置するため，關係
者の特別な苦心が携われた。

室外後部雨舷に旗疏信號所を設け，船橋雨側には大

型救命浮器の落下装置を有し，從羅針儀や双眼華遠鏡

据付のための張出を設けているが，大型船へ横付の際

動揺のため接鯛損傷することを防止するため10度以

下の相對傾斜に對し充分安全なよう計塞されている。

（ロ）．揚錨繋留装澄

揚錨磯は船首甑甲板をなるべく廣潤とし甲板作業を

容易となすため竪胴型としたが，このことは後述の浮

標用沈錘引揚装置の取付に對し極めて好都合であっ
たo

揚錨磯用電動磯は水密確保のため波浪を蒙ることの

多い露天を避ｹ船首襖内に配置し，竪軸を以て駆動す

る如く装備された。然しながらこの竪胴型揚錨機は一

般商船lこは餘り採用されておらず，嵌脱翻乍も圓滑に
行われなかったり，取扱いに不慣れであるためか．そ

の利黙が大して認識されていないようである。人'｡湯

上部船橋

としたことは我國では蕾海軍艦艇の一部にその例を見

るのみで，從來の一般商船の操船船橋の艤装に慣れた

者には甚だなじみ難い惑を抱かせるのであって，この

ため操舵室丙での船位測定は困難であるから室外雨舷
張出部に從羅針骸を備えている。第二の峡黙としては

角窓に比し覗界の狹いことで，状況に依っては上部船

橋に昇り操船を必要とする機會が相営多いことか懸念

され，上下の邇絡設備を咽化するよう要求せられた。

例えば汽笛吹鳴装置の如きも普通は操舵室のみにて

操作するのであるが本船では上部船橋でも使用し得る

ようにした。この丸窓は米國コーストガード所屡艦鋸

の最迩の艤装方針に倣ったもののようで，主として耐

波性の見地から來たものであろう。海上保安鹿今後の

新造船は凡て同じ方針で蟻装せられる筈であり，從っ

’
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茸=言ﾆｰｰ而癖
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トリム0．43米錨は巻胴の頂部に6本の棒を放射型に差込んで巷揚げ

るものであるが，20米位の水深でも相當困難であっ

た。

後部の繋船賎も同様の趣旨で巻胴は竪型とし，その

電動磯は直下の船尾漠丙に装備されている。

（ハ）救難設備

遭難船曳航のため甲板室後端に最大張力12蓮に耐

える曳航鈎1組を装備し,船尾霞甲板後端周園とその中

間との2個所に索摺を設けている｡中間のアーチ型のも‘

のは之を分割して人力で取外すことが可能で，必要に

應じ後甲板をクリヤーならしめることが出來る。叉ア

ーチの形状に對しては曳航中索が舷側へ外れ落ちた場

合再び昇り易いよう工夫してあり,外れた場合救命艇

用ダピットに接近せぬよう索止め金物を設けでいる。

灘簔識溌蕊溌

0

4/4

11．7

161．5

834

141

2/4

6.9

120

323

77

3鮭

10.2

149

663

121

1/4

4．8

100

49

主櫻出力

曳航力（瞳）
回轌數
(雨舷平均）
軸馬力(合計）

張力計スプリング
睡縮量（粍）
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,こ他船横付の機會が多いので舷側に突出物を作らぬ』こ

ァう留意し，叉船橋舷側の張出を少<したことは既に述

易くた通である6船尾盤甲板の舷側手摺はごく一部を除
挺き凡て起倒式とし,數難時の作業を便ならしめた。

遭難鵬の消防及び排水用として機關室内に60馬力0

・の自動呼水式タービンポンプ’臺があって，消防時は
吐出水頭80米吐出量100米3/時排水時は30米，

’60米s/時の力量を有している。後橋基部甲板室頂
部には径65粍消防蛇管6本を同時に接合使用し得る

集合接績口’組を有し,叉排水用として同じ甲板室雨
舷側壁に座8吋の吸入蛇管を取付け得る接合口が各個
設けられ，何れも前記のポンプに接績されている。

a

筒救難器材として發動機直結の可搬式排水ポンプ，
基を搭載しており，必要に應じ遭難船上に持込玖排水
を行うことが出來るのである。

、

り

■

'0

’〆

鱗蕊
I

Op‐

曳航索摺れ

後僑の後方支索は曳航時ダ

ピットの遜くへ移し替えるこ啄誘室ｲ寡諫‐

？ざI$とにしてある。

このポンプは吸込口は径6吋2本,吐出口は趣8、
::ゞ！段､認’本の渦巻ポンプで，水頭は吸入側5～s米、
雲謹吐出側20米毎群排水能力最大300瞳で
Iゞいある｡原動磯は水冷式直列6氣篭のカソリ
途：ソ發動磯で,回韓數1500,34馬力,惠ゞ

’↓

診慰｡繩憾水冷義…細寿｜ﾝ發動磯で,回韓數1500,34馬力,ズ会1
－ト用セルモーター附で豫備装置として季、’
動スタートも出來る。

鋤約"電寸濯…嘱埼､iさ，約2.300米×0.800米×1.330米のも，
のである。

’

“堵の牧容謹購としては前部下甲抜電’
’2名分の癌臺を備えた豫備室の外に職長｜
級'士官級5の謹備疫臺があり，ソファへ｜
を利用すれば更に11名は收容可能である，

。’

尚大量の遭難者の收容を豫想せらるる際熾｜
前部の船瞼を利用することも考慮しても｜
の他に3人分の霊を備えた病室と之に隣選｜
な治療設備を有する治療室があり，雷務長ら｜
いが，必要に應じ乘組み得るようその居室もI
して附馬せしめてあるので，陸上に收容するI

I

一

Ｉ
糺
旧
■
ｒ
Ｂ
ｌ
Ｒ
Ｉ

曳 航装置陸岸曳航力試隣前部の船臆を利用することも考慮

営杜岸壁で施行した本船の陸岸曳航力試鹸の成績はる｡以上の他に3人分の痘臺を備えた病室と乏
次の通で篤眞（右）はその状況を示すものである。して簡軍な治療設備を有する治療室があり，層
排水堂806唾 定員はないが，必要に應じ乘組み得るようそα

塗誰繍鑑蕊鷆異謝
前部吃水2．81米

後部吃水3．24米

平均吃水．3．05米
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－－一言

救命艇設備としては要目表にも示した如く7．5米丙

火艇（75馬力）1隻，舷外機附6米カッター2隻，6

米通船1隻のほかに22人乘救命浮器3個を搭載して

いるが，法定の收容能力は辛うじて本船の固有定員一

杯であって，搭載甲板の廣さと定員の多い鮎から止む

を得ないもの､と考えられる。

之を取外して長大なる橋の震動が船橋に傳播すること

を暹けたのである。

航路標識用大型浮標の設置換装なかんずく浮標用大
型沈錘の揚收に關しては我々には全く經験がなかった

ので，海上保安窮所馬の作業船に就て船長以下作業搭

営者から詳細説明を鶏頭し，又我々 の設計園に就て意
見を乞い充分使用に適するものとなすよう努力したの
であるが，何しろこの作業の方式は浮標設置の海面の

状況により一定し得ないものであり，叉作業搭當者の

經籔により種々 臨機の方式が探られるようで，保安霊

としてもこの装置でなければならぬという計塞要領を

示されなかったので，一應この程度の設備があれば作

業は可能であるというこ･とで施工し，なるべく速かに

この装置の使用債値と適否を確認することにしたので

ある。

水深の浅い海面では本船自ら作業を行わず別に小型

の作業艇を附馬せしめ，之を以て設標揚收を行うとい

う話も聞き成程と思った。

長期間海底に放置され泥土に埋れた沈錘を直接デリ

ツクにより引揚げることは極めて危険であるから，直

接船鐙を利用して地切りを行い，船首前端中心に設(ナ

たローラ附開孔を通して泥錘附の鐵鎖を揚錨機により

巻き込み，沈錘が水面を切ると控索を以て之を9唾ブ

ームに移し取り，船内Iこ揚收するという計壹である。

浮標1個に附麗している沈錘の最大は4唾のもの2

個ということで，ブームの能力を9砿と指示されたの

であった。

船橋前壁に弧固に取付けられたアイ2個と揚錨饅の

2個の竪型巻胴の間に張られた2組のテークルを交互

に使用することにより，沈錘用鐵鎖は連綴的に巻き込

まれ，艦首襖甲板上に設置された數個の横ローラー上

一

讓
議
鰯蕊

救命艇装置

揚艇装置は凡てコロンバス型ダピットを採用し，揚

卸には騨骨磯と揚貨機を利用し得るので動揺ある海面

に於ても作業が容易であろう。

叉200ワットの乘船燈を雨舷2個宛装備し，夜間作

業の安全を期している。

（二）設標補給測量等に對する設備

本船の副的任務である設標作業に對する艤装を張調

されたため，荷役設備が本船の全般的配置を特徴づけ

てしまったことは既に述べた通で,設際作業や補給物

件の揚卸のため最大能力9砿の大型デリックブーム1

本を船橋前部に備え，直下の大型嶮口を有する船鯰と

共に各種の作業に有効に使用せらるるであろう。この

デリック用ポストは船橋装備の各種の機器や操船者の

覗界に對する船、；､・琴:で’
ノー

農中心線上の障
今一一一一■‐．｡－勺－1．－ “．?‘／

4：．~ﾒ‘．-

を滑りながら揚

錨溌巻胴の間と

鯰口上方を通っ

て船臆の後端に

設けた専用の鎖

庫へ一旦收納せ

られ，その陵識

瞼補修等のため

要すれば改めて

上甲板上へ繰出

すことも可能で

ある。

浮標の搭載能

力は大さの黙か

ら鮠口側の甲板

、

害を避けるため

二脚式とし，そ

の上部は前橋を

兼ねしめたので

ある。

この二脚式ポ

ストは船尾酸甲

板以下において

船澄に固着し，

荷役時には鋼索

,による張索2本

を上部船橋に取

付け，航行中は

篝蕊誰.~■'一陰診

丘哩説：

課舞謹:懲舞蕊,ロトq~..｡‐ずも..■･!‐

羅簿蕊職
八

前橋とブーム 提錨装置

417 F
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口

上に特ヲ乏型2個，瞼内には中型2個程度で，このため

鯰内は支柱無しとしたのである。

燈臺への交代麦,家族の便乘は以上記載の設備を以
て充分可能であり，各種の補給物件も80蓮程度は船

、鯰に搭載し渥力な荷役装置を以て容易に湯卸し得る

し，眞水も20唾以上を補給し得るよう庫量Iこ於乏も
排水量わ黙でも考慮せられてある。

．水路の測量海上の諸観測作業Iこ對しては結劉の施設

はないが，10米の測量艇を2隻上甲板艫口側に搭載

可能であり，測量員の便乘に對しても相當の收容能力

を有している。

（ホ）居住關係

本船の居住設備はその乗員の多いことにより性能上

かなり大きな要素となっていて，艤装の方針としても

士官職長科員相互の匡別をかなりハツキリさせるよう
にとのことで，この黙保安鹿の船舶は特別の見地から

考慮すべきであろう。

科員はその簑室を航海科と機關科の二室に分け，之

を後部下甲板に設け，食堂は直上の上甲板に配置し一・

室として總員集合可能の場所を設けたのも保安鹿の要

求である。このため瀝室はかなり窮窟な廣さとなり，
かつ二段涯塞を首尾線方向に配置したので採光の黙も
充分とは云えないが，要求條件と配置上これ以上望む

ことは無理であろう。

職長は科員の直按監督指導上之に隣接し，2人部屋！
2室を設(ナた。

士官は科長以上は1人部屋とし，ランニングウォー

ターを導き，普通士官は2人1室としたが，何れも室
内践装は軍艦式というよりもむしろ商船に近いものと
‘なっている。

、士官公室は便乘者をも老題し18名同時に着席が可
能である。天井は丙張を施しザイドボードを中央に配

し，仕上塗装やカーテン，ソファー，テーブル掛等の
■

琴
認-L‘会.，;､,童．+

；:;‘‘『鷺･『:;
二・,-,凸~』_』ら‐

蕊鑑識蕊溌霧謬麗溌蕊
い=ず
，ザ

士官公室の一部

調和を探った色彩と共に清楚のうちにも快適な氣分を
作っている』

烹炊室は重油焚竃の外に蒸氣飯炊釜を備え，附麗の

小出冷藏庫と直下の下甲板に設けられた大型冷藏庫と

は何れも機關室内に装備の3馬力電動メチールクロラ

イド式冷凍樫により適営な温度に自動的に冷却保冷せ，
られ，その合計内容積は14．6平方米である。

下甲板の職長室Iこ隣接した留置室は本船特有のも
ので，その設計に當つては近くの警察署を訪ね署長か
ら留置人に對する注意を聞いたり留置室を自ら覗いた
りして種々ヒントを得たものである。

留置室

上甲板の取調室も開聯した設備で，何れも海上にお

ける違犯者や被疑者を陸上に塗るまでの一時的收容取
調に備えたものである。

富眞室も本船特有で,種々 の任務作業に営り便利に
活用せられるであろう。

本船はその任務上水防扉蓋の閉鎖を遁調せられ特に

荒天時は自然通風を餘り期待し得ないので，船尾換甲
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1、

卜

板以下の厘劃には機動通風を併用した。即ち2馬力の

多翼型電動通風機3選により2臺を以て夫々 前後部居

室の給氣を行い残の1臺により後部下甲板厘劃と上甲

板上の賄室，浴室，便所の排氣を行う如く装備した。

暖房は補助罐の搭載により有効な蒸氣式のものが設
備されている。

浴室，便所は何れも士官用と科員用に分れ，タイル
張で清潔態を與えている。

本船居住設備の概要は以上の邇りであるが,昭和25

年度計聲のものに對しては關係方面よりの指示により

居住の簡素化が彊調され，かつ相営徹底した不燃化を

賞施することになったので，今迄と違った居住感を持

つであろうと，その成果を注目している。

8．軽金属の使用に就て

船舶用材料として戦後我國造船界に新しい姿を以て

再登場した輕金園を本船へ率先試用した經緯と實施の

榧更を述べる。

（イ）本船起工直前の昨年八月運鐡省船舶局の斡旋

で船舶用輕金屍委員會が生れ，既に諸外國の船舶に相

當廣範園に使用されつつある輕金陽を我國においても

大いに使用すべ<之に拍車を掛けることになったので

あるが，かねてからこの問題に關心と興味を有してい
●

た當献では,前記委員會に参加し研究を始めると共に，

なるべく速かに資在船に之を使用し種々 の經験を罐得
し'又設計上の責料を得たし､と考え,輕金馬を使用す
るに最も適した船として本船を選んだのであった。
海上保安鹿においても我國造船界全般の技術的進歩
のためこの企てに全幅賛意を表され，當方提案の責施
要領を全面的に採用せらるると共に，費用の面におい
ても多大の擾助がなされた。琶

（ロ）本船の輕金鴎使用個所は附団及別表の通で，
次の諸黙を考慮し決定した。

（1）輕金蹄の色々 な利黙を發揮し得ること。即ち硲
鴎高所に在って重量輕減に依る重心降下が割合に大
なる部分や，その非磁性を利用して磁氣羅針儀に近
接する構造物，或はその不燃性を生かすもの，又輕
量となるため持運び容易となるもの等’その特色を
なるべく多く發揮するようにした。

（2）・今後船舶へ輕金馬を使用する場合考慮すべき加
工法，防蝕法，材料の撰澤等に關し，なるべく多く
の参考資料を提供するよう案壷した。

即ち大王に使用した輕金鴎の墨は正味合計1022冠

で決して多いとは申されぬが，別表の通りその材質

寸法形状使用個所はかなり多岐に亘り，塗装その他
防蝕に對する表面虚理法特に異種金属との接着部の

防蝕においても賓料を與え,叉その彊度加工鎧耐蝕
性等に就ても鋼材との比較において検討し得るよう

＠
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留意した。
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（3）大部分のものは曝露部に使用したが，船内にも

一部を装備しP何れも海上における耐蝕性の限度と

、その經過を確認』せんとした。

（4）當時本船の竣工が三ケ月足らずの後に迫ってい
●

たのでジエ程に悪影響を與えないことを必要とし，

從って關聯工事のなるべく少い場所を選び，叉所要

材料の製作が間に合う程度に止めた。

（5）將來萬一腐蝕等のため取換を必要とするに至つ

た際，大なる附帯工事を伴わぬということも一つの

條件として考えた。

筒計霊當初に拳いて主煙突や甲板室上の清水重力タ

ンク及び室内内張の一部にも使用することを考えたの

であるが，研究不充分な黙があったり材料準備の都合

等で衝念した。

(ハ）使用した材料は少量宛ではあったが,板管丸棒
鋳物の4種で,當初型材も使用するよう計蓋したので
あるが，材料手配の行違いから板を曲げて代涌したこ

とは残念であった。

使用した材質は次の通である。
稔將種別、材料成分引雲張さ伸

{ゞ撫蕊,蕊撫』藻:髪
管内丸捧ALP2Aと同様

嬉物AL99.0~99:5%9~12"/耗ﾕ'8Z%

繍

蕊
、ﾛ..■

d，.r-,茜

プルワーク及び舷澄筐(52S)

ザ

’繍饗
１
１

難

｜

’

L

…52Sは輕金鴎委員會が船舶用として耐蝕性狼度加工

性の鮎から最も適した材料の一つとして採用したもの
で，本船では船橋のプルワーク，艫口梁，傾斜梯子本
禮の構成材として使用したが，大した硬度を要しない

その他の礒装品用としては加工が容易で耐蝕性の強い

'純ALに近い材料を選んだのである。

使用した輕金鹿の正味重量1022妊の内諜は次の通
りである。

睡面符號品名重量(斑）

①手摺及手摺柱 28．6

②、プルワーク及舷燈蘆470.7
③プルワーク 157.0

④梯子及手摺45．0
⑤海圃室扉’枚 22．0

⑥”鈴型室氣抜3個 10．0

⑨船長室衣服箱’個 25．5

⑩200dカウル型通厘腫頁部1個15．0
，鯰口梁4本244.0

⑫通風トランクー 4．0

梯子及び手摺(52S及アルミ）

臆口梁(52S)

I

I

１
１
１

から13粍及び16粍の鋲を製作して，之を使用した。

材質形状寸度(厚さ叉は径）重量(駐）

｛鶴（：鵡粍）8器；52S

｛篝曼撚蕊瀧'諾ALP2A

ALP2B板(1.9粍)47.5

AL(99.5%)鋳物（肉厚5粍)@10.0

Ｌ
■
、
‐
‐
』
■
ｒ
Ｐ
‐
０
‐
ロ
６
日

’

l

l
l

’
②,③，④，⑪等の52S材の結合には同質の丸捧
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の直前に52S材の水密タンクの試作が行われていた

のと，加工に經験ある現場指導者がいたため特にまど、

つくこともなかったが，然し銅板工事では見られぬ注

意が若干必要であった。

即ち材料の取扱いを丁寧に行わぬと表面に見苦しい

鍵形やキズを生じ易く’異種材の艤装品取付に關し防

蝕や取付方法等に讓め考慮を梯っておかなければ簡単

に電氣熔接でペタペタ取付ける課にはゆかないのであ

る。

本船では輕金馬相互の接合は，特に渥度を必要とせ

ぬ部分には同質の燭妾棒によりガス燭妾をしたが，そ

れ以外は同質材のアルミ鋲で鋲着した。

輕金廃材の切断にアセチレン瓦斯が使えないのは鋼

材に比べ相當不便であって，曲面に加工した板を画衝

するため普通のシヤリングマシンが使えず，木工場の

轄鋸機を使用したことがあった。然しながら概して輕

金閣の加工は鋼材に比べれば容易であり．持運びも樂

であって，その特性を充分辨えて準備を適切にし工事

の順序を誤らねば輕金鴎であるがため特に加工工數が

増すことは少<，之に適した設備や工具が備えられれ

ば一層容易となるであろう。

（へ）船舶用の新しい輕金鴎を使用した我國最初の

船として本船の今後の責續は造船關係者からも輕金廃

製造者側からも注目を受けているので，本船就役と同

時に下記の項目に就て6ケ月毎にその状況が報告せら

るるよう要請し海上保安鴎から指令されているから，

何れ適當な機會にその成果が發表されるものと期待し

ている。

（，）風浪や作業上の衝撃墜迫に因り愛形を生じた場

合その鍵形量や鞄裂，表面の状況とその原因

（2）塗粧面及び金鴎表面の異状の有無

（3）鈴型室氣抜3個に就き表面の防蝕虚理法の差に

依る影響

（4）鎗口梁の輕合金製と鋼製のものにつき取扱上の

難易，腐蝕，狸度の比較

（5）輕金馬と鋼板又は黄銅板との接鯛部の腐蝕D有

無

（6）輕金腸取付鋲の腐蝕の有無

（ト）本船に輕金麗材を使用し二三感じた黙を述べ

れば，

（，）輕金鴎構造を賞船に採用するに営り，可及的早

期に設計を行い所要材料を確保すべきことは他の材

料の場合と同様大切なことであるが’輕金陽材にお

いて未だ船舶用として所要の寸度のものの量産が行

われていない現状では特に注意を要するのである。

（2）一般に輕金馬と解しても，その成分狸度耐蝕性

＊

灘
ヴーー

＆

J篭
鈴型室氣抜（アルミ鋳物）

以上の輕金厩使用により之を鋼製とした場合に比べ

ての重心の降下量を本船の輕荷状態に就て算出した値

は，車に比重差のみと考えれば約15粍となり，温さ

を同程度とするための寸法の修正を加味すれば約10

粍となる。

（二）輕金展の使用に當り誰でもまず第一に懸念す

る腐蝕の防止に關し今後尚研究すべき黙が多いのであ

るが,本船では前記委員會で討議された資料と我々 の
經験の範園で最善と考えたものを採用した。

即ち材料としては耐蝕性大なる52Sと純AL材を

使用し，塗装に對しては塗料の接着を充分ならしめる

ため塗布面を豫め茨ソドペーパにより適度に摩擦した

上，樹脂系塗料のハイスーパワニスを塗布し，’00時

間内外の乾燥時間を經て塗膜が硬化するのを待ち普通

用いる上塗塗料を塗った。、

この方法は以前當肚で蕾海軍の小型艦艇に採用し良

好な成績を得たものに倣ったのである。

尚圖面符競⑥⑦⑧で示した鈴型室氣抜の鋳物に對

し，上記と同様の塗装を施したもの1個の他に酸化被

膜を掛けたいわゆるアルマイト虚理を施したものと，：

亜鉛のメタリコンを施したもの各1個を作り，表面の

防蝕虚理法の相違に依る効果の比較を試みた。

次に輕金厩を船匿に使用する際必ず起る問題の一つ

として,異種金麗間即ち鋼材叉は黄銅材との接鯛部に

生ずる腐蝕を見逃すことが出來ない。

この接鯛部に亜鉛板の挿入或はジンククロメートの

塗布等種々 の方法が研究され推奨されているが，本船

では亜鉛板の挿入から着想した亜鉛鍍と亜鉛のメタリ

コンを施して見た。即ち鋼板や黄銅板側において穿孔

後亜鉛鍍の出來ない部分の鋲孔において,AL鋲との

接鯛を防止するには亜鉛板の挿入では不可能なので，

現場で施工し得るメタリコンを採用したが，果してこ

の方法が充分有効であるか否かは今後の賞績が示すで

.あろう。

（ホ）材料の加工や現場取付に當つては，本船工事

、

ー

421

1

1

一一.-＄勾一,一一二､-.--.‘．．._･ざ亀p_ﾏ2－．‘‐_．.q･ｩ三一鼻』，．．.‘_－－．－．－，． －f三一.．~．上皇ゴ一F



～

イ

なす次第である｡・

（イ）海上保安鴎の船舶はその合計保有噸數，軍船

の最大噸數並びに最高速力に對し法律を以て定められ

た制限と國會の承認を經た豫算の枠との下に於て，一

定の建造方針に基き毎年數種の大さ，船型，用途の船

が這當數建造せられてゆくものと考えられるが，何れ

にせよ國家豫算の現状からなるべく少い噸敷を以て所

要の性能を具備せしめようとするのは営然のことで

ZI),叉保有隻數の少い現状ではその必要性から軍船

に各種の任務を負荷し，いわゆる萬能船を期待するこ

とも無理からぬことと考えるのである。

之等の要望を出來得る限り充足した船を建造するこ

とに對し，造船技術者は大いに興味を以て立向い最大

の努力を試みるであろうが，それには勿論可能の限度

があって，度を過ごせば，一見青篇眞の上では多能な

船に見えても，實際に使用して何れの任謹をも完全に

遂行し得ぬ中途半端な不經濟船となることを警戒すべ

きである。

叉使用者側の過大な要求を鵜呑みにしたため，船と

して具備すべき適當な復原力，弧度，耐波性等の基本

的主要催館層に鉄け任務に適さぬばかりでなく，重大な

事故を惹起するようなことがあっては技術者としてそ
の責を毒さぬ許りでなく貴重な國濡を浪費することに
もなるのである。

然しながらその要求が無理か設計者の工夫努力が足
りないかは，その程度に依っては判然としない場合も
あるので，この殻に關しては使用者側と建造技術者相
互の間に正しい認識と，信緩があってこそ立派な船カミ
生れるものと信ずる。

新船の計霊に雷り，使用者はその使用目的を明確な
らしめ，建遙の途中で主璽生能に影響するような要求
の変更を行えば建濫搭當者の非常な努力が梯われても
出來損いの船となって仕舞うであろうことをよく認識
すべきである。

軍船にて一つの港から他の港へ到達すればよい一般
の商船と異なり，鍵鱒極まり､ない海上に於て各種の作

業を遂行すべき巡覗船においては，自船の能力と海上

の模檬から作業蓮行可能の限度を随時適切に判断しな
ければならないのであるが，このことは言い得べくし

て仲登難しいことで，命令を受ければ多少無理である
と感じても敢然その作業に立向うこともあり，一旦着
手すれば危険な状況に直面しても中止し得なし､場合も
あるので，特に救難作業においてこの黙が痛感される

であろう｡故に建造設鍛は或る程度無理な使い方も
1考慮の上適営な性能を附與すべきであると共に,‘作業

加工性等において各種のものがあるので，その用途

に對し材質の撰澤を誤らぬことが大切である。丙張

を獣て蔽園され検査手入の容易でない場所，取替の

ため多大の費用を伴う部分は耐蝕性の彊きものを採

用すべきであるが，簡軍に換装し得る艤装品の如き

ものは耐蝕度において多少劣っても他の性能や費用

の黙で優るものを使用することが有利なこともあろ

う。

（3）材料の耐蝕性が今後向上されるとしても，塗装

その他の表面の庭理に依る防蝕法を併用して行かね

ばならないであろうし，叉その方法も現場において

も容易に施行し得ることが必要である。・

異種材との接燭部の防蝕塵置の如く現場に於て輕

旗され易く面倒がられることは，指導者の充分な監

督と注意が携われねば不測の事故發圭の因となるで

あろう。必要な注意を怠ったため軌道に乘りかけた

船舶への輕金陽利用の將來に暗影を投ずることのな

、いよう戒心すべきである。

（4）輕金麗材の取扱に關しては造船所や材料メーカ

ーのみの注意では完全とは云えないので，之が使用

個所の手入検査に就て乗員こも徹底理解せしめ，必

要事項の勵行が伴わねばならないのであって，鋼板

に對すると塗らぬ錆落し塗換をやられてはたまらな
いのである。

（5）輕金鹿の電氣熔接が簡単に資施出來るようにな

れば溝造設計上極めて有利となるであろうことを痛
感した。

（6）輕金鴎の船舶に對する使用は今後次第に多くな

るであろうが，我國の現状ではその利穀を如何に張

調し認識されても，鋼湊遙に比較しての費用の増加

量がもつと減じない限り一般にその使用は急速に擴

大されないであろう。この黙に就て軍に鋼材の値上

りを待つだけでなく穣極的に輕金屍材の債格を低下

するようメーカーの努力を切望するものである。

7．結び・

絵戦後新しく霊足した海上保安鹿が今後如何なる規
模に發展弧化せられてゆくかは固より我々 の輕為しく
豫獄し得ない所であって，從って本制度の根幹をなす

とも考えらるる所闘船舶の性格に就ても今直ちに今後
斯くあるべしと断定することは輕率の誹を至れないと

考えるのであるが，第一次の巡覗船建造に從事して得

た乏しい経験に基くものではあるが自分の努力して及

ばなかった黙と共に二三の所感を述べ，優秀な巡覗船

の出現に多少なりとも貢献し，叉との問題に興味を抱
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かれる向の御批判と街騒示を得るならば望外の喜びと命令はその船の能力を考慮した適當なものであり,又

422

、

___,些一一合.､.△¥ム△乱.の』ｵ三二 二二・一=JD-づ-－'一ー--■-----‘や



､

◆夕

1

望翔皆責任者は現地において豐富な海上の經験を基とし

て作業の限度を適切に判衝しなければ,如何に有能な

船と誰も使用者を滿足せしめ得ぬであろう。

（ロ）巡頑船はその任務上推進機關を始め各種の補

機，備品，艤装品に至るまで信顔度の高いものでなけ

ればならぬが，一方においては技術の最尖端を行く斬

新な高い性能の装備を試み，管利上資續のな慣新しい

ととは積極的に採用することを瞬踏され易い一般商船

の按術發展のため〉指導性を持つことが望ましい。

鳫一船型の船に一部異なる設計を施し必要な試験を

行い，叉長期に亘る使用資績を得てその優劣を比較検

討するが如きは，現状においては保安薦の船を措いて

は他に求め難いのである。

巡硯船の性能向上のため研究し笈現したいと考える

融を二三述べれば，

（1）船の任務用途をなるべく軍純化したい。このこ

とは保有隻數が増加するに從い或る程度蜜現するも‘

のと思われる。

（2）設計を早期に着手し同一事項に就て各種の設計

を立案し，之を比較検討し最良のものを採用する如

くしたい。．

例えば船鐙及び推進器形状に關しても駁種の模型

により水槽試験を資施し，最適のものを採用する如

くしたいものである。、

（3）装備磯關は徒らに債格にとらわれず，輕量小型

で燃費の少ぃ高齢陸のものも採用したい。これらの
場合取扱者の技能が之に伴うべきは営然である。

（4）船禮構造は出來ろ限り電氣熔接を使用し，寸度
は概ね狸度上必要な程度に止め，腐蝕に對してはそ

の一部を亜鉛鍍に依り防止する如くし，このため安
全法に基く構造規程の掛酌を必要'とすれば，之を明
文化することも老えらｵしる。

（5）輕錘小型で高性能を有する航海測器，見張要具

を必要の最小限度に装備し，その能力を全幅發揮す
る如く鍵崖した方がよい。

（6）船膣構造に耐蝕性輕金厩を使用したい。

（7）乘員に對する陸上の休養施設を張化し，船内居

住設備を簡素化したい。巡覗船は単に運航に必要な

人員だけでなく海上における諸作業のためや，その

比較飴大なる通|詑旨力に對し，又2基の推進機關を

有すること等により船の大さに比し相営多い定員を

必要とするばかりでなく，更に遡難者の收容能力も

備えねばならないので，居住の艤装方針如何は重要

な問題である。近時一般商船は職時中の簡易な設備

を放棄し，草に戦前に戻るというだけでなく,甚だ

しい階級的差別に對する戦後の反動も手傳い居住設

423
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、

備における上下の差別が大分減少し，叉船主の船員

優遇策の一部として下級者の居住も相當改善されつ

つあるので，濁り保安露の船のみ極端な簡易化を張

’いることは一考を要するものと思う。勿論それは徒

らに安暹や賛澤を許容する意味ではなく，休養中は

出來るだけ窪力の向上保持に努め，一旦配置に就け

ば旺盛なる禮力と氣プﾕを以て作業を遂行し得るよう

にとの見地に立つものである。或る人は米國コース

トガード所鹿船艇の居住の簡易さを以て之に倣うべ

きを主張ぜらろるが，彼我の生活様式，慣習の相違

もあI),特に陸上の休養慰安設備が完備している場

合とは同一に論じ得ないものと考える。

多人數を收容すべき巡演船に於ては，スペースは

なるべく之を罰詰め，通風採光暖房装備品等に就て、

は或る程度の重量を割き,閉來ろだけのCOMFORT

を輿え便利な設備を施すようなずべきと考えるが，

本年度建造船において硬調されている不燃化を快適

性と如何に調和するかは甚だ興味があり研究したい．

問題である。

(S)寅船の計壷とは別個に，新しい問題に就て官民

の研究所や造船所を利用し蜜験研究を行わしめ，そ

の成果を逐次寅船に確信を以て渡施してゆくように

ずることが望ましく，このためには勿論必要な經費

上の措置が伴わねばならないであろう。

（9）保安寵新鐵皆は，現行會計法規に擦り一般入札

制度によI)建造せられているの｡で，造船界の状況に

依っては建造希望造船所間においてその船の内容に

比して不當に低い船便を以て落札せらるる場合も生

じ，その結果として徒らに赤字の減少に氣を奪われ､

積極能に性能の向上が工夫されなくなるようでは，

註文者としても単に安く船が出來たと喜んでぱかり

も湖しないので大局酌に見て却って楓ではないかと

も考えられる。このような醗鮎から保安廃の新造船

の如きはむしろ適當な造船所,を指名し，蛮費を適営

に査定するような方法が考慮され得ないものであろ

うか？

（ハ）明確な目的に對し充分適應する如く計盛建遙

せられた船に對し，その船の使用者へ誰蜜の趣旨やそ

の能力を充分に理解せしめその取扱を過らぬよう，こ

のため必要な努力を惜しむべきではない。例えば一般

に船の乘員は眞水の搭赦堂多きことを望み，滿赦吃水

線規程の適用を受けない巡覗船においてバラストタン

クや釣合タンクへ計塞通以上に無暗に搭赦すれば，不

當に豫備浮力を減じトリムを悪化し復原性凌波性を低

下せしむる等その悪影響に充分關心を持ち善虚せねば．

（436頁へつづく）
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一

甲25型(改A型)主機械の改造
について

石濱喜三郎
迂絵技術研究所・船舶機圏部

飽和蒸氣使用の軍式タービンであり，加うるに材料

節約，工作簡易化を極度に要求せられた戟時中の悪條

件下の殼計・製造によるものであったから，效率の悪

いのは當然である。事實改A型のみならず他の職標鵬

用主溌械においても，當時の設計では效率は第二義的

のものとせざるを得なかったのである。從って本主機

械の效奉を云,々 するに営ってば，設計當時の状況を認

識する必要があることを附言して置きたい。
さて本主機械を效率の良い高低歴タービン主濃按に

換装すれば結果ぼ極めて簡軍であるが，船禮の壽命及
び換装費等を考慮すると，問題はそれ程簡単ではなく
なる。從って消極的ではあるが，原計薑の主棲械を一

部改造することに依って，どれだけ效奉を上昇せしめ

得るか，即ち燃料消費を如何程節約出來るかを調べて

§1．緒言

甲25型主楼械は，前大鼓中（昭和18年）職時標

準船用主機械として，特に材料節約，工作簡易化に重

黙を置いて三菱長崎逵船所に於て設計せられたもの

で，パランス型二重減速装置附軍式衝動タービンとい

う極めて簡軍な溝遙であって，正に戦時型の主機械と

言うことが出來る。戦時中に，この主綾械は大量生産

に移され，改A型戦標船始め，薑小型艦艇（タービン
のみ）にも多數装備せられた程で，現在でも筒,･貨物
船にはこの主機械を装備しているものがあり，楼關改
造の問題も以前から起っているようである。鐡道連絡

船にも數隻に装備せられていたが，昨年までに全部高

低屋ターピシ主機械に換装された。

１
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１
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みることも，あながち無意朱ではないと思う。
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後進煮氣
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第2俊子茜車
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匡瀞Fミ
ザ

、卜

_ダービ弓と一、彦
●

第2鼓親歯車 _通達栄置 －ケ

第1団甲25型主機城潅造略圃

尚減速歯車については特に鐵道連絡
船における歯車掌故發生時の應力を桧
討し，歯の渥度増大についても研究調
査の必要があるので，鼓に甲25型主
機械の改造にづいて，少し〈瞼討して
みたいと思う。

葦
熱
璽
疾
力
（
隙
） §2．改造の要領

その1，……タービンの改造

(I)タービン原計垂の躍折

(a)原計垂要目及び性能曲線

タービンは第1団に示す如く車式衝
動タービンで前進7段落，後進1段落
からなる極めて簡単な構造で，この主

0

1趣蕃生島力

第2風原計鐙タービン性能曲線
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甲25型タービン原計壷要目第1表

進前 後．進別ターピン

一
蛙
一
睡回

軸
分毎

１ Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ

’ １
１

Ｉ
■
■
■
Ⅱ
Ｉ
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
０
Ⅱ
，
－
６
■
０
日
〃
８
Ⅱ
ｊ
Ⅱ
Ｉ
Ⅱ
９
６

ノ

馬力(HP) 2,5001,800 2,000 ●835

’94/4,920 105/5,495．’725/3,900推進器/タービン 97.5/5,100
－

１
１
１

｜
蒸氣匪力(kg/cmgabs)
（乾燥度％）

蒸氣室 14.0(99.7)16.0（99.5）

’’排氣室 0.07
、

主蒸氣口径(mm) 120の 120の

’ I ’！10/16
〕

12/12使用ノ ズノレ數 16/16 16/16

’ ’ ’’ 9.3タービン蒸氣消費量(T/h) 9.75 10.8 13.65

’ ’ ’ ’5.40 11.1蒸氣消費率(kgSHP/hr) 5.42 5.46

’ ’軸裡(mm) 2《0

外部パッキン －

ｊ
ｌ
ｒ
ｌ
Ｊ
Ｌ
Ｐ
Ⅱ
Ⅱ
！
‐
ｄ
１
１
０
Ｐ
ｒ
ｌ
Ⅱ
０
１
１
４
１
１
１
１
１
１
１
日
，
Ｉ

’
’ 64．0
1．’周速度(mﾉs) 61．8 69．0 49.0

直径×長さ×數
(mm)

墜力(kg/cm2)1

、

140×140×2

’46軸 受

周速斐(m/s)|36.Ol37.414031，s6
ツト．C

ﾛ.C,、

推 力軸受 座ノJu1浬

周速度(m/S)|43"|4541"81147
|］’213141516171落 1段

、

|5781578158516001627!67m710161Sピッチ圓径(mm)

’|】5.''4．’'4｡｜'4．''4．’'4．’'7。ノズル出口角度（｡） 22｡

'16ﾉ3s|361361Ss|3s|,'o
}◆

’40
1 ’’2ノズル數

|'1201192133215a5197511511､26|'2sノズル高さ･(mm)

FWIFr珂万|20｡｢面4｡|30｡|26｡30亙言
厩|]61，，｜ﾖ§|65110S|159I塾一旦一

67

|2;$5120120120125125130125'015
20

翼出口角度（｡）

翼高さ(mm)

翼 巾(mm)

差が0.5kg/cm2･であるから，少しく無理である。こ

の場合計蚕蒸氣室歴力としては14.5～14.9kg/cm2が

望ましく，罐匪力低下の際も力量發揮に支障のないよ

うに14.5kg/cm2としたい◎之は第1段落ノズル面積

を増加することに依って簡単に解決せられる。原計蚕

ノズル面積では，タービン蒸氣室歴力を14.5kg,'cmg

に抑えると，經濟出力時既に高力ノズル鱒を啓開する

必要があり，このために蒸氣消費率も相當高くなる｡高

力ノズル辨の啓開黙は大燈1,700HPで，ノズル面談

を増加せぬ限り，常用ノズルのみで經濟出力發揮は難

要を目及び性能曲線は第1表及び第2圏に示す通りで

ある。

(b)タービン熱計算に依る解析

原計喪のタービン要目に依って經濟出力1,800HP.

の場合の熱計算を行って次の結果を得た。

（1）タービン蒸氣消費率(W.R.)は5･7kg'SHP

/hrであって，計劃直の12%増となった。（第2表参

照）

（2）ダービン蒸氣室歴力は15.5kg/cmg(乾燥度

98%)となる。罐計壷睡力16kg/cm2に對して,睡力

425
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第2表タービン熱計算（原計壹經濟出力解析）ノ

’毎分回轌數推進器/タービン 94/4920存

’ 112131415161？落段

ピン秀圓裡(mm)|578157815351600162716701'710
15.｜Ⅲ4．｜】4．｜］4．｜］4．｜Ⅲ4．｜】7．ノズル角度（｡）｜

一

翼出口角､度（｡）I2Sa3c.35｡|20｡|20｡|20｡|ZO｡|24｡|39｡
初蒸氣匪力(kg/cmaabS)|&6514.｣|2.41:.410.8210540510.19:
出口睡力(kg/cm'abs)|4.]la41].410.8210.40510.19､|O.07
利用熱量(Kcalﾉkg)|58.8121.3｣21.5120.91252126.013L3
理論蒸氣速度(m/s)|702142214241420146014661512I

翼周速度(mls)|"911491｣50S|｣54.S|]6L81]728’183.0

|47｣|2.7312.82｣2.7]|2.8412.701Z80速度比1

１
１
１
１
１

I
’段落效率（％） 60.7 Ｃ

〕
ｃ
ｃ

６
６
１
１
４
０
■
①
９
７
６
６
１
１
６
９
●
“
１
５

７
８
【
つ

9
F． I

’52．2冥效卒（％）

有效熱量(Kcal/kg)|30.71:3.581]4.181｣4.01]7.1al､aO|20.0
ロ

’蒸‘氣流量(kg/s) 5．7×1,800÷3.600＝2．85

I

翼有效馬力(HP)|…49S|22｣|'30112711791292１
１

ｌ
３

Ｆ
Ｄ

ｎ
〆
一３
’

｜内部べ,ｷﾝ漏謹韻失(HP)|｣01｣4ﾕエ |7161 3１
１
１
－
１ 翼車回轌損失(HP)|'812｣'|&|&|℃

｜
’ 0

1

外部バ,キン漏洩損失(HP)lOl718181.91､O|]】
|480I]981210121J|2631279"|段落正味發生馬力(HP) 311

●

－－－－

車回轌損失(HP

h椙柴農屋ナガイ

－－

’タービン發生軸馬力(HP) 1,800
1

蕊顯匪蕊蕊窪
(Kcal/kg)

－－－－

タービン有
’ 111/189

軸效率 ’
ノ

(％） 58.7

タービン蒸氣消費奉
_(kg/SHP/hr) ’

5.70

脚

一ピン蒸氣消菱量を計算すれば，第3表の通りで，各

力度共原計霊値に比して多く､なっている。本研究Iごお

いては,．特に經濟出力時の蒸氣消費量が重要なのであ

るが，該出力の運鱒成績は極めて少く,僅かに瀞加丸，

があるのみである。本船で特に注目すべき黙は，經濟

出力時の第1段落ノズル使用數が16/16であって，

計霧の10/16では出力發揮が困難であることである。
このことは前に述べたように第1段落ノズル面積の不

足を資識していろと言うことが出來ろ。第3表の結果

を，原計喪値及び解析結果と比較するために，第5園

しい◎

（3）第3岡のタービン蒸氣歴力分配で分るよう

に，第3段落以後の翼通過面穣が20～30％不足して

いるようである。最大出力時には更に不足度を増し

て，妓率低下を來すものと考えられる。

、

凸

ﾘリ

1
10

，U

I
１
１

尚定格，最大出力等についても計算を行った結果，

第4園に示す如き性能曲線を得た。

(c)海上公試運簿成績の解折

甲25型主機械装備船の海上公試運鱒成績から，タ
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第3圏タービン蒸氣睡力分配（原計蚕經濟出力解析）
q

ているものを探って差支えな

い。

(II)タービンの改造

(a)改造の範園

原計蜜の解析の結果，ター

ビン蒸氣消費壁が計喪値より

も多いこと及び經濟出力以下

(1,700HP)で高力ノズル辨を

啓開する必要があることが分

った。最高效率を輿うべき經

濟出力時に高力ノズル灘を啓

開することは確かに不利なこ

とである。第4圏の性能曲線

では、高力ノズル擁を全開し

て操作するようになっている

が，出力に應じて高力ノズル

1”

タ
ィ
ビ
ン
鑑
耐
興
犀
力
霧
色

Ｕ
《
Ｕ

‐
内
彦
旬
、
”

難の開庇を加減することもあ
もの）

ろ。何れにせよ經濟出力時の

效率は低下するから，常用ノズルのみで出力發揮可能

のように改造することが必要であり，このために得ら

れる經濟出力時の效率増加は見逃せない。

そこで今，高力ノズル辮啓開黙を1,800HPに移し

效率を上昇させるために如何なる方法をとるべきかが

問題となるわけであるが，それには次の如き場合を考

第4咽タービン性能曲線（解析によるもの）

lこ表示した。これに依ると，經濟出力以上の力度にお效率は低下するから，

いては，同一カ度でも蒸氣消費量に可成の差があるのように改造するこ

が’計算のものはほぼこれ等の平均値と見倣すことがれる經濟出力時の效2

出來，又第8青函丸及び紳加丸の3/4及び1/2定格そこで今，高カノ：

出力時の蒸氣消費量は計算結果と殆んど一致している效率を上昇させるた&

ことが分る。從って蛮際蒸氣消費量は第4圏に示され問題となるわけであj
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'引

第3表改A型船タービン蒸氣消費量（海上公試成績より）
ｌ
■
ｊ
Ｎ
ｐ

語一再1万~庭~｢講濤鶏|唖血1SHP|復艤県室鮮虐勤|誇糯量|(kg",hr)
3/4定格|]261｣6"|],35017371:0/16148.3"|6｣5
定格|1L41]Sa51],87317051]6'161｡12.6’第8青函丸 6.73

最大|｣aO|19512,22517131" ｜△'“｜“3
、

1ﾉ2定格｜Ⅱ02‘’8“｜】,1291ア151Ⅲ0/161716163‘
經濟lm251】0251】,90817001』6“ln51“,

紳加丸

｜Ⅱ03512，05616遍’｜］2131定格｜皿0〃59】
｜】0”’2,4'41“｜ ｜Ⅱ4'01最大|130〃5s5

定格｜］031］00〃’2，00017201〃 |｣L3ia65１
１

第16多聞丸

最大｜』231Ⅲ06512,3301？201〃|｣a31§72
’'0』’2，00017451‐｜』3霊21定格｜Ⅱ22〃“

第1大覇丸

|:07412,500174S4最大’’4.4’〃 ｜Ⅱ5416ﾕ5
｜Ⅲ0'。｜’“。｜γ2‘｜〃｜Ⅲ2‘｜定格｜』'5620

永享丸

｜］5．416'0〃最大|"41]OaOl2,5201 7161
7211|最大|]201&05312,2501

新
乾 丸
造
城 ｜］3015'8〃

｜定格｜Ⅱ0919751］,85017251〃｜］20165？
丸'定格｜“ユ|10512,14017201"|'501"
1最大|"0110S"|2,51817201〃|｣491ass

久川

定格｜
丸亨－－－－

最大’

'QO1｣0212,00017201
'2〃｜』'012，5001γ281

|n･'|555〃
､

天日

|]a615445〃

｜Ⅱ361定格|］2．71】0012，00017451〃“｜
’

修洋丸

最大｜］5】｜】06512，35017451〃 ｜Ⅲ601“ヨ
定格|'051]0'.512,00017501"|]'51575

利川丸

’2，40017501〃 |]401"3最大| 13．01107．8

備考．1.△印のものは蒸氣室，第1段落睡力雨者から蒸燕肖費量を算出して平均したもの。

2．称加丸は鶴見造船所で相當精確に計測したものである。

えることができる。即ちズル及び翼を改正する、

（1）罐蒸氣性状原計整通り16kgcm2(飽和）と（ロ）蒸氣性状を罐で16kg/cm2(300｡C),ダービ

する場合ン蒸氣室で14.5kg/cm2(285｡C)として，ノ

（イ）高力ノズル舞啓開黙を經濟出力に移すためにズル及び翼を改正する

第1段落ノズルを改正するの二つの場合であるが，（2）の場合は（’）以外の改

（ロ）第3段落以後の翼通過面稜を増すために翼型造をも關聯して伴うものである。即ち過熱蒸氣を使用

を改正するすることは罐に過熱器を装備する必要を生じ，飽和蒸

（2）罐蒸氣性状を塗える場合（過熱蒸氣使用）氣Iこ對して設計せられた操縦辨，ノズル擁及び蒸氣漉

（イ）蒸氣性状を罐で(16kg/cm2(280｡C),ダービ器等を改正すると共にタービン車室の材質をも鍵えね
⑭

ン蒸素陸で14.5kg/cm2(265｡C)として，ノぱならないので，改造はやや複雑になる。然し飽和蒸
ダ
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一－－－－－＝-‐~ｰ合一一再 ｹﾏﾏ日一一

、

一

ノズル面責の増加に依って經濟出力時のグー′

－ピン蒸莱建屋力は15.2kg,|'cmgabs.とな

り，排素窪墜力0.07kg/cm2abs.迄の箇蘇落

差は187Kcal/kgとなるから，この場合の蒸

氣消費率はほぼ

5"×器=5.75kgﾉSHP/hr
となる。從って蒸氣室匪力は15.35kg/cmz~

abs.となる。さてノズル面積を原計蚕の8.5

％増にする方法であるが，ノズルピッチを塗
えたり，ノズル數を鍵えることは蒸氣室との

關係上工合が悪いから，どうしてもノズル角
度，ノズル高さを鍵えろ以外に道はない。し
かもノズル高さは翼高との差Lap)が僅か
3.7mmであるから，ノズル高さを13mrn
･Z,と＞は好ましくない（現在12.3mm),そ

a諾1入悪】

塚
と
墓
蒜
察
詞
資
長
需
）

宮
、
凡
酬
■
『
Ｊ

認
‐
理

リ

J刀
1

ワq6C”OcHD1.SOC

第.5圖計蚕と資際のタービン蒸氣消黄量比較
3.7mmであるから，ノズル高さを13mrn

氣使用の場合と比較すれば效奉は相営良くなることが以上にすることは好ましくない（現在12.3mm),そ

考えられるので，特にこの場合をも考えることとしこでノズル角度を16．にし，更に高さを12.6mmに
た。 することが適営であろう。ノズル角度を’･増しても
後進タービンは使用蒸氣匪力もせいぜい2～8タービン效奉には殆ど影響がない｡~本改造は第r段落
kg/cmgであり，且つ短時間の使用であるから，改造ノズルのみを改正し，ノズル本禮を換装すれば良い鐸
についての考慮は不要であろう。 で甚だ簡軍である。（第’段落ノズル改造要領は第7団
(b)罐蒸氣性状原計蚕這りの場合の改造要領 参照）

（’）第’段落ノズルのみを改正する場合(第1案） （2）第’段落ノズル及びタービン翼型を改正する
經濟出力時に最高效奉を與え，而も罐匪力16kg'cmg 場合（第2案）

､叉はそれより幾分低下した場合でも差支えないように 甲25型主桜械の後進タービンについて蘆海軍の廣
ノズルを改正する。原計薑要目についてタービン熱計機關實験部で負荷試験を行った結果，復氷器眞室を或
算の結果はW.R.5.7kg/SHP/hrで，蒸氣室璽力がる程度下げた方が發生馬力を増し，或る限度以上叉は
15.5kg|'cm2であることは既に述べた通りである。そ以下でも却って出力が減少するものであるという結論
こでﾀえピど壷氣室'誕力を14.5kg/cm2に抑え君霊異班遥を選旺(子ると,熱落差が増す
て，ノズルの所要面積を計算してみよう。ノズル内のにもかかわらず，舜逼過面積が過少となるためであつ
蒸氣流量の式 て，排塵と翼通過面積との間には密接な關係があり，
G=7"V',｣",Y

この場合の鎧適の復水器眞室は610～620mmHgで

但しγ＝係數’あった。（昭和17.7.19三長タービン讃認「甲25型
c＝常數(=0.0199) 主機械後進馬力の検討」参照）尚この影響はノズルの
α＝ノズル面積(cm2) 膨脹比とも大きな關係を持つものであるが，上記負荷
'1=入口蒸氣匪力(kg/cm2abs) 試験から翼通過面積の過少は，效率低下を來すもので

〃,＝入口蒸氣比容積(m3/kg)、あるということが容易に想像せられるのである。尤も
Y=入‘口，出口の匪力比に依って決る値設計所である三菱長崎では後進排氣匪力を0.23kg/cm2
（この場合1） abs.(眞室約600mmHg)として設計していたから安

からα=G/γc､/珂可rY 當な値をとっていたわけである。然し一般にはかよう

Xp,z)'菫に（一定）の關係を用いると接近した蒸氣性に低い眞室で使用することはないのであるが，後進段
状ではaceｶー ’であるから，所要ノズル直職αァは,落と施堕第1段落翼とは各列の翼型が同一となってい

るから，前述の通り,'工作簡易化を主眼としたため
α,＝α×亜且=1.065a("=原計蜜ノズル面積）

＝15.5 に，かかる方式を採用したものと想像せられろ。

更に2％の餘裕をとって，所要ノズル面積を原計霊のかように翼逓過面積の過少（但し衝動ダーピソの場

8.5％増とする。 合）は蚊率低下の原因となると言えるから，出来れば
ﾐ、1‘
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第6圃タービン翼々型断面改正要領

段落’314151617型改正に依って'翼柵面係激及び噺

葵“職鰡:難:|蕊緊講諜嘉蝋
原計登翼角度入口,ﾉ出口

改正翼角室入口I出口

面積を十分増しておきたい。但し或る程度の面積不足面積も原計聲と殆んど同一になるように設計してある

は效率にはさほど影響せぬものである。からこｵし等の部分の應力は考慮の餘地がない。

そこで前進第3～7段落迄の翼型のみを第6圖の如翼根部の應力は第4表の通りで曲げ及び遠心應力は

く改正する。原計壷に比して最大20％及び3％増となっている
●

即ち翼角度を増すのである。かくすることに依って原が，實用上何等問題ない。

計喪の最良の排氣室眞室700mmを712mmに上げ(c)罐蒸氣性状を変える場合の改造要領､
ることが出來る。 前項では，飽和蒸氣を使用する場合の改造につい．て

I

翼型を改正して，賓際にタービン熱

計算を行った結果，蒸氣消費率5．6

kg/SHP/hrを得た。但しタービン初蒸

気性状15.5kg/cm2abs.(98%),排氣

室歴力0.065kg/cm2abs.断熱落差

189.5Kcal/kgである。

従って第’段ノズル面積を原計霊の

6％増とすれば良い。それにはノズル

角度を16･にするか，叉は高さを13

かmにするかの2通りあるが，後者を

選ぶのが適営である。

翼型或垂匹佳一回_ZQIm迂延旦遠L塵

工1里璽迦

第6画に示す如く第3～7段落の翼

ソ
一
・
ノ
と

ｉ
ｉ
ｉ

g，幸三・’1句_囮

第7団第1段落ノズル改造要領

430

‐ﾆー ｰー ｰー ｰー ﾆーー 一一一_皇__＝----．-.---‐－．－－．へ._』‐:_‐．.．＝_－．4－』－へ’:‘…-..----.-4＝壬一一．_皇.-竺二－．.-‐，‐二≦一△－4月＆.よ－

佼諾 票3‘4攻落 第5箕洛 単ら笈洛 第7淡溶

腺
計
畠

| M′

？｡

挿

魚|"心ぞ

'に

典

･弓0。

征で？I・戦､ぐ‐



ー

、
銅
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

』

1

第4表改正翼々根部の曲げ及び遠心應力
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落 34 ’65 7段

|q151(0｣69)|0｣70(0.211)翼根断面係數(cm｡)|0J15(ql43)|Q115(0143)|O.22(0266)
21.0(17』）’2"(17.2）|]aO('06)

ILO9(L208)
’ ’47.0(43.0）’83.0(67.5）曲げ應力(kg/cm2)

一

翼根断面積(cm2) ’ L13(1.25)|L47(1.60)1.09(1.208）’1.65(1.865） ’
翼一本の重量(kg)|Qo236(omloo36(o.040)lopss(qo99)’

7

0.090(0.098）｜0.168(0.178）

遼心應力(kg/cm')|210(210)|336(336)|590(590)!915(900)|]380(1335)
註．（）内數値は原計護のものを示す．

第5表タービン熱計算（罐蒸氣16kg/cm2･280･C經濟出力）
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論じたが，ここでは罐に過熱器を装備して，過熱蒸氣
を使用ずる場合を考えてみよう。罐墜力は原計篝通り
とし，蒸氣温度を280｡C及び200｡Cの2蓮りとする。

過熱蒸氣を使用することによって，それと關聯して操
縦鍵，ノズル辨，タービン車室等を改正しなければな

らないが效奉が相當良くなるならば，かような不利は

十分補うことが出來る。

（1）罐蒸氣性状16kg/cm2,280｡Cの場合の改造

．（第3.案）

・タービン初蒸氣性状14.5kg/cm2,265｡C及び復水

器上部眞筌715mmHgとし，翼型は第6圖通り改正

するものとして，タービン熱計算を行った結果は第5

表に示す通り，蒸氣消費率は4.95kg/SHP/hrであっ

て飽和蒸氣使用の場合に比して’2％減となる。第’

段落所要ノズル面積は約12.4cm2であるから，原計

甕通りで良いわけであるが，4％の餘裕を附してノズ

ル高さを12.8mmとする。

（2）罐蒸氣性状16kg/cm2,300･Cの場合の改造

（第4案）

この場合タービン初蒸氣性状14.5kg/cm2,(285･C),

復氷器上部眞室715mmHgとすｵしば，蒸氣消費率は

4.83kgSHP/hrとなる。從って第1段落ノズル面積

は原計薑通りで十分であるから改造を要しない。翼型
改正は前と同様である。

（3）翼型を原計壷のまユとして過熱蒸氣を使用す
る場合

／翼を換装することは可成面倒であるから，翼を原計

蜑通りとして，前同穰の過熱蒸氣を使用する場合につ
いて調べると蒸氣消費率は次の如き値となる。即ち

罐蒸氣性状16kg/cm2(280｡C)の時
5.15kg/SHP/hr(第5案）

･"16kg/cm2(300｡C)の時

⑨5.05kg/SHP/hr(第6案）

この場合は第1段ノズルは前者に對しては高さを12.9

mm，後者に對しては12.7mmとすれば十分である。

（ノズル改造要領は第7団参照）

第7囮のノズル改造は原計喪通りの鍔込式の場合で

あるが，過熱蒸氣に對しては，效率の良い組立ノズル

を採用することも考えられる。第1段落翼高が決って

いるからノズル高さには制限を受けるが，蒸氣室を原

計喪通りの寸法とすｵLぱ（材質は鋳鋼)，第3～6案

の場合において，ノズル出口角度を17°とすれば巾は

約10.5mm,高さは12.0～12.6mmに抑えることが

出來る｡車室新鋤場合蒸氣室に多少の設計愛更を施
せばノズル出口角度は16.にすることも可能である。

過熱蒸氣使用に伴い，今まで飽和蒸氣に對して設計

せられていた操縦辨，ノズル鍵，蒸氣漉器及びタービ

ン車室を一部叉は全部換装する必要が生じてくる。こ

れ等は凡て材質に關するものであるが，全部換装する

のが良いであろう。タービン車室については上牛車室

のみ篝鋼とし，下半車室を現装のま坐とする事も考え

らｵしる（罐温度280･Cまではこれについて實績があ

る）が，上下共鋳鋼にするのが望ましい。

かような部分ば效率そのものには直接影響ないし，

操縦露，ノズル誕等は各製法所で設計されたものがあ

るから，改造にはそれらを流用することとしてここで

は詳細にわたる部分は省略することにする。

(III)改造案の比較

以上，數種の改造について，その概略を説明したわ

けであるが，さてどの改造が適営であるかを判定する

ことは甚だ困難である。理想的には勿論，燃料消費量

の少い・ように改造することが,最も良いわけであるが，

賞際問題としては必ずしもそれが最適の改遥とは言い

轆裁鱸蒻罵響嫌悪霧腰
とも，最も簡単な改造に留めたい場合もあろうし，或

は叉敬年後の利得を考慮して，かなりの程度の改造を

望む場合もあろう。何れにせよこれ等は凡て船主の判
断に依って決定されるものである。

從って，ここでは各種の改造案について，蒸氣消費
量，燃料（石炭）消費量及びその節約程度，改造費に
ついての比較を行い；改造に對する判断の一資料とし
たいと思う。

第6表は各種改造案に對する經濟出力時の比較を示
すものであって，参考のため高低塵タービン主機械と
換装する場合についても記載した。本表は次の假定に
基いて計算した結果を示すものである。

燃料消費堂は次式

F.c.=G"/Q"

但し,EC=燃料消費量(kg/hr)

G=蒸氣消費量(kg/hr)

ルー罐謹生蒸氣と給水(90｡）とのエンタル

ヒ．－の差(CKcal/kg)

Q=燃料發熱堂(Kcal/kg)Fy

v＝確效率

を用い；式中のG,Q,〃は適確な値を求めることは

極めて困難であるから，これ等に對しては次の假定を

置いた。即ち

(i)補助蒸氣消費量は現装及び第1,2案に對し

ては主蒸氣消費量の30％，それ以外については大禮

連絡船における蜜績に垂いて33％程度とした。

(ii)石炭發熱蛍は各船一定のものではなく,1～2
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｜

年前迄は6,000Kcal/kg以下のものを使用したものも

あり，一般に霊熱量は低い檬であったが，最近では比

較能良くなって6,200-6,700Kcal/kg位のものを使用

している状態であるから，ここでは6,5COKcal/kgと

した。

(iii)罐效率については改A型船装備の罐計壹當時

の責料について調査した結果に基いて，適當と思われ

るものを選んだ。計聲當時は過熱器装備の場合につい

ても比較検討が行われていたものである。

(iv)1年間の石炭消費量においては’年の責使用

日數を，その60％と見倣して220日とした。事情に

依って差のあることは勿論である。

(v)燃料費算定に際し，石炭慣格を如何にするか

が問題であって，これは購買量の多少及び運搬の便，

不便等に依って可成りの相異があるようであるが，こ

こでは5,000圓/噸とした。

筒改造費は大艘の所を調査した結果を示すものであ

る｡

かようにして計算した結果,各改進案のものを現装

のものと比較すれば，石炭消費量において，第1，2

案で現装の約7％減，第3，4案で16％減，第5，
6案で約12％減となる。

これを燃料節約の面から見るならば1年間において

第1,2案で300萬圓以上，第3,4案で700萬圓以
上，第5，6案で500萬圓以上の節約となり，改造後

5ヶ年においては改造費を含めても1臺の主機械につ

いて1,500～3,000萬圓の利益となる。高低歴タービ
ン主機械と換装する場合は現装のものに對して燃料消
賓堂は27.5％減となり，換装後5ケ年間には4,300
萬圓の利益となる。

これ等の比較は經濟出力におIナるもので，前述の通

り，改造に依って高力ノズル舞啓開黙を該出力に移し
た場合であるから，現装のものは極めて悪い状態iこあ
る。一般商船では定格出力以上で航行する場合は殆ん
どない（青函連絡船には例がある)。從ってかような

商出力についての比較はさほど必要でないが，經濟出
力以下で航行する場合はかなり多いと思われるから，

一例として3/4定格出力時について前と同様の比較を
してみよう。この場合は第1案では現装のものと殆ん

ど差はないが,その他の改造の場合においてはやは.り

燃料消餐量において相営の利益があることが分る。即

ち第2,3,5案においては現装のものと比較した場合，

1年間の燃料は夫々 約180T,350T,240T節約され

ることになる。

その2……減速歯車の改造

(1)減速歯車故障の状況とその時の應力

伽…
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(a)寂速歯車の計塞

減速歯車は三菱長崎造船所及び石川島重工の設計に

依る二種類あるが，雨者の差は歯のハスパ角及び歯數

等で構造は全く同一である。筒鐵道連絡船石狩丸型用

の減速歯車は推進軸回轌數が異なるために，歯車部分

の寸法にはかなり相異があるが(第1段歯車は殆ど同

一寸法である)，やはり構造は同一型式のものであり，

減速車室は原計寶のままである。

これ等三者の計蓋要目は第7表の通りであるが，戦

標船用歯車の油膜塵力，接鯛唾力等は鐵道連絡船用戦

車に比してかなり大きな値をとっている。

(b)域速歯車故陸の状況

戦時中数隻の職標船において減速歯車の故障があつ，

たが，殆んど全部第1段歯車の歯の折損躯裂であつ

た。故障時の軸馬力は詳でないが，戦時中の航海状況

から見て3/4定格附近の力度ではないかと思われる。

又昭和21年6月から約6ケ月の間に鐵道連絡船に

おいても同檬の事故が發生した。即ち第8;''’12青一

函丸第1段子歯車の船尾側に歯の切損，躯裂を生じ，

噛合接手の歯の磨耗も甚しく，新製換装の止むなきに

至った。記録に依れば故障時の機關使用状況は，推進

軸回鱒數で183～187であるから，一軸發生馬力は

2,000位で，ちょうど定格出力に相當していたことに

なる｡航海中定格出力迄力度を上げることはﾀｰﾝ

主溌の船舶では他に餘り例がない､ようである。

これ等鐵道連絡船の減速歯車故障について一つの興

味ある事寅は，機關使用開始から故障迄の有效使用時

數が何れも3,000～3,300時間であった事てある。故

障發主の原因については，昭和22年1月中旬運職省

薬務局船舶課主催で「歯車故障原因に關する研究會」

が開催せられ，船舶課，札鐵函館船舶管理部，鐵道技

術研究所及び各造船所から代表者が出席して，種々 討

議せられた結果，推定原因として歯営り不良，噛合接

手歯面磨耗に依る振動發生，油の質及び清淨度の不充

分等があげられたが,決定的な原因を把握する迄には
至らなかった句

新製換装後は回韓數を低下（150前後）させて使用

したためか，別にこの種の故障は發生しなかった。

(c)故障時の應力

連絡船の減速歯車故障時の推進軸回韓數を187，發

生馬力を1軸2,000HPとして，第1段の歯車應力を

計算してみると

油膜匪力'"=363kg/cm2,

接鯛歴カググ=2,150kg/cm2,

根元曲げ應力｡6=240kg/cm2

であって，普通の設計値から考えて，比較的低い値で

I
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第 7表減速歯車 計塞要目

’－詮計唾一’ 菱長崎！ 日立(鐵道連絡船用)息
一一一一

石川島重工業
一
一
一

’傳達馬力(HP 最大 1,250×2

｜エ段’2段｜ユ段
親歯車’737】05737
子歯車’5,4951737’’5"5

１
１
’ ’1段2段 2段

I ’737 213105

回鱒數
（毎分） ’’ ’737 5,495 737
－ q■一一

|2,158321:,22L8812158321､,222"
|307431｣"051307"|"78

|】,91297ピッチ圓裡
(mm)

’552.77雷車(d)1164.C

歯の周速度(ms)|4721皿85147｡, ’ I ’11.85 47.1 Z1.4

I 7,9201］,990’ ’｜
I

’
1接線一力(kg) 4，301,980 7,920 1,980

’ ’ ’全歯巾（"(”）’300670309 670 670300

歯面匪力(')(kglcm)i66,01]1801660 ’’ ’118.0 66.3 65.5
－－＝■－

IL''(ss2)
－

1402.la65(2L3)|#"|3S5(2L3)|",p/d(p/Vd)
、

、

｜】8312Jall83 ’’
｜
’

2.18 1．211.83/d
一一一 －－

′親歯車’’161531763坐歯數

－---王童至」2936 13749
1］8.-37'’25.-24'｜］7．ハスパ角（｡）’45°

_=f_三二上｣唾力創|4(145.>|ao85"5.)|4(145｡)16"59)
減連比’7451702174，’7“

’261

35

30S

－－－－

89

＄

’
'30.-19'’ 14.-5印

’ ’4(20,） 6(20｡）

’ ’7,45 3.46
一

15018821345345 ’ ’’
1

1
1油膜匪力([『α)(kg/cm2) 882 347

一一司一一

接鯛堅力(",)(kgicm2)|2,32013,02012970 ’ ’ ’3,050 2,250 1,360

歯の根元應力(ob)(kg/cm2)
二
一Ｉ

－

一’ 263253

◎歯車傳達馬力は歯のPitcherrorを考慮して片側1,350HPとして計喪されているが，こ』では1,250HP

とした。

ノcmg,ob=L500kg/cm2となって,卿の寅績に徹しl,ある。

米國でもバランス型の歯車を使用した賓績がある應力のほぼ限界黙に達することとなる。然しここで言

が，設計においては歯の片當りを考慮して傳逵軸馬力う片當の場合は推定に過ぎず,故障時の應力は振動，

を60％増としているようである。その他種々の影響を受ナるものであり，こｵしを明確に

タービン力量を急激に増加する場合は10％程度のするには徹底釣な寅験研究が必要であって，容易など

「1､ルク」増大を來し，更に，これに歯の片側に60％とではない。

二蝋烈霧室読舞，票蹴鴬で起っていると擢定され愚が,蕊7表で…典う1二
職標船の場合は，歯車故障は低力度(3/4定格附近）

となりかなり高い値となる。計霊應力は連絡船に比してはるかに高く3/4定格附近
バランス型歯車は，理想的に高い精度で歯切されなでほぼ連絡船の故障時の應力となる。

い限り，歯に無理が來ることは容易に想像される所で (II)減速歯車の改造

あつで，現在の歯切機械の精度では，設計に際し，歯上述の事柄かg減速歯車を改造する根擦は非溌に乏
の片営りの増分を80％程度に取る必要があるのではしい。即ち歯の張度を増すにしても，どの程度でどれ

‘ないかと考えられる。片営り80％の増加の場合，力だけの信頼性を保證出來るかが，極めてむずかしい問
度増大過程においてはdα=913kg/cm2,"F=3,100kg題であるからである。
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分検討されたのであるから（特別の事情で過熱器装備
を中止した),若し過熱器を装備ずることとなれば篭
時の設計を生かすことが出來ろわけである。過熱蒸氣
及飽和蒸氣使用の場合の罐效奉，燃料消費等の比較は

日本海事振興會の眞鍋戒敬氏によって相當詳細に調査
梯尉されている。

この主磯械については戦時中既にタービン軸受及び

推力軸受油戻管，第六段落翼根，タービン軸受油除等

の改造を行ったのであるが，性能に關する改造は行わ

れなかった。然し本研究{ご依って減速歯車はともかく

としても，タービン效率については尚改善の餘地があ

ることが分った。今頃になって改浩ということは既に

遅いのであるが,未だ改A型船が一部存在している

し，又之と同一型式で，現在起りつつある改TL型

船の主機械改造をも考慮して一應研究結果を發表する

次第である｡．

尚しばしば問題となるバランス型歯車は最早設計さ

れる機會はないと思うが，もしもかような場合がある

"ならば，その握度については實騒研究を行い，再瞼討

の必要があると考えろ．

最後に本調査に営って貴重な資料を提供せられ，又

種々の問題について有益な助言を賜った大江卓二氏

（通研船舶機關部)，渡島寛治氏（播磨遙船)，玉木禧

宜氏（佐世保船舶)，露木義雄氏（鶴見造船)，井上宗

一氏，三宅憲調氏（石川島重工）及び眞鍋威敬氏（日

本海事振興會）等の諸先輩に對して深甚の謝意を表ず

る次第である。（終）

鐵道連絡船用歯車について減速車室を計謹通り從
って中心間距離，歯幅等はそのまま)として，歯型及
び歯車のP.CD.を一部改正した場合について計算し
＆てみたが，歯車の改造は減速装置を根本的に鍵えない

、限り殆んど無意味であることが分った。即ち普通の歯
車及び韓位歯車を使用する場合について調べた結果
一は，びα,”は計書値の2～15％減となりびｧはせいぜ
‐い1～2％減となる程度で而もタービン回轄數は3～

6％減という状態である。（計算省略）

胃改A型船の歯車についても全く同様であって，新規
計聲のものと換装しない限り原計塞の歯車を使用すべ
きであって,一部改造に依って弧度増大を期待するこ

とは出來ないであろう。

』

ノ

一

ダ

■
■
■
１
４
１
１
１
１
１

§ 3．結言

甲25型主機械改造に關する調査の概要は以上の通

りであるが，本調査は筆者が，この主機械の設計営時

から現在迄蕾海軍の小型艦艇，戦時標準船及び鐵道連

絡船を通じてかなり深い關係にあったので，その當時

の鐙験及び研究を麹こして行ったものであるが,賞際
，？

改造に営ってば此外種掩の問題も起って來るし，叉改

造にも，もつと適営な方法もあるであろう。

何れiこぜよ過熱蒸氣を使用することは，現製のもの

と比較してはるかに有利であるから，改造'こ営つては

此黙を十分検討すべきであろう。政A型船に於ては機

關設計営時既に鑓こ過熱器を装備した場合に!ついて十
、

ノ

（423頁よりつづく） <検討せられた上次の計塞に加味せられ，1隻又1隻．

ならない。叉水密扉蓋の閉鎖に對し徒らに之を煩雛覗とその成果が積み重ねられてゆくことが極めて大切で

せず，漫水の危険を豫想せらろる壯況においては特にある。

之が閉鎖を確寅に勵行すべきである。 使用者の意見は細大となく一應之を聴取し，要望の

次に技術的に充分信頼度のあるものに對し，根擦な‘擦って來ろ所を克<洞察し要求の厩賞度と實現の可能
き不安を理由とし更に豫備的な副装置を要求したり，度を充分検討の上その取捨を誤らぬよう留意せねばな
或いはあらぱ便という程度のものを無暗に要求すればらない。一(総)－－
徒らに装備が複雑とな()，之に伴い取扱者の努度が増 （414頁よりつづく）

し,･不織の裡に大切な性能を低下してゆくであろう。 （8）パイロメーター回韓速度計{ま指度調整

蓋噛琴囑雲巽競蝋靭懸薑尉縞み瞳作，調蕊庭容易崎嘉よう籏瀬（9）追込作業となるような工程が常に繰返

って，之にInﾑ要な設備と云っても考えようでは相営の
幅が生じあれも要る之も欲しいということになI)がや，されている事以上思いついた諸鮎を大小つきまぜて話し絡
なもので，装陥品決定の逝任者はその限度を誤らぬよ
う考慮し，設計撚驚者はその要求I二盲從せず上手に消りとする。末文ながら本船艤装の爲見學指導等に御協力下さった川崎重工業栗山，小谷’春成
化すべきである。

（二）保安鹿あ船は一貫した方針'ﾆ依り‘逐次建逵さ諸氏並びに本船監督，乘組の關係者に感謝致し
オしてゆくであろうが,新造船就役後の賞績が常に正します。、（以上）
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船舟白田電気
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－

予約募集1
海員協會編

航海士實務の費 ﾛね一、

航 海指
B6830頁上製函入

上質紙使用定債850圓（〒65圓）

限定700部發行
9月上旬よ6申込順に配本

特憤750圓・(邊料霞負擢）
但し9月末日迄に前金申込者に限る
予約募集を發表するや

画よりｲ奔讃好許。日増に硬々甲込晉殺
感謝に堪へす。
文洩れの方は，この磯を逸せず．特便
に．賓切jLぬ内に

スグ。即刻に・御申込あれ
－ －

紳戸市生田逼元町通三丁目一

ﾃ所株式會祗海文堂
振替紳戸688番

（圖書目録無料呈上）

蕊

電動揚貨機

電動繋船機

電動揚錨機

發電機

電動機

配電塗
制御器

京芝浦電氣株式曹祗
東京都中央瞳日本橋本町一ノー六

－一
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I喫茶．食鹸加工該隔

fイブ°製椅子卓子ヨ

達の他鋼管製器具
客船，貨物譜，捕鯨船等何れI1
ミ声÷菩．L学垂三壱L生11吟-¥圭一、ー里T己

明治43年
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株式組識
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TRADEMARK

東京工業株式會祗１
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本 祗事務所
大阪市大淀塵大仁東二丁目

、

0

デヒ方〃
5HP-300HP

W-20C

東京事務所
東京都中央唾日本橋本町二丁目

池田・輻岡 壷動挫蟄健輸惹蕾耐 札幌・名古屋

I

肝｣二三タロビン
堅牢運轌確責高性能汽篭維持費少

白＝＝赤

認 〃〃

ｵI庫ノも阪劣Ifj屋ルj1岡仙合札蝿 日立製

職後青函連搭船用2,250馬力ターヒン

6台考完成搭城し現在就航中で極めで

良好…更iこ

C型船用1,600馬力型2台

2，400～3,000馬力型llO台

3,600馬力型1台を

完成.′

2,4CO～3,CCO馬力型6台

4,000馬力型1台

S,000馬力型1台を

1直所』ﾐ々製作中.′
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